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1 

１
．

ル
ー

ブ
リッ

ク
に

お
け

る
各

ス
テ

ップ
の

難
易

度
・ボ

ト
ル

ネ
ック

の
分

析
 

 
ル

ー
ブ

リッ
クに

お
け

る
各

ス
テ

ップ
の

難
易

度
及

び
ボ

トル
ネ

ック
に

つ
い

て
、S

D
Gs

未
来

都
市

ア
ン

ケ
ー

ト及
び

多
摩

・島
しょ

地
域

の
自

治
体

ア
ン

ケ
ー

ト結
果

を
基

に
分

析
した

。 
■

難
易

度
の

設
定

 
・ 

各
ス

テ
ップ

に
つ

い
て

、S
D

Gs
未

来
都

市
の

達
成

割
合

が
低

い
ス

テ
ップ

ほ
ど「

難
易

度
」が

高
い

ス
テ

ップ
とす

る
。 

・ 
SD

Gs
未

来
都

市
の

達
成

割
合

の
逆

数
を

「難
易

度
」と

して
設

定
（

以
下

の
グ

ラフ
中

で
黄

土
色

の
階

段
とし

て
示

して
い

る
）

。 
■

ボ
ト

ル
ネ

ック
の

分
析

 
・ 

SD
Gs

未
来

都
市

と多
摩

・島
しょ

地
域

の
達

成
割

合
を

折
れ

線
グ

ラフ
で

示
して

い
る

。 
・ 

各
取

組
ス

テ
ップ

に
お

い
て

、S
D

Gs
未

来
都

市
（

青
線

）
と多

摩
・島

しょ
地

域
（

赤
線

）
で

は
全

般
的

に
達

成
割

合
に

大
き

な
差

が
生

じて
い

る
。 

・ 
SD

Gs
未

来
都

市
及

び
多

摩
・島

しょ
地

域
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
、ス

テ
ップ

間
の

達
成

割
合

の
差

が
大

き
い

場
合

に
、そ

こに
取

組
を

進
め

て
い

く上
で

の
ボ

トル
ネ

ック
（

大
き

な
障

壁
）

が
存

在
して

い
る

（
図

中
に

□
印

に
て

示
して

い
る

）
。 

※
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
設
定
 

・ス
テ

ップ
①

の
達

成
率

が
概

ね
５

割
を

下
回

る
場

合
、当

初
段

階
に

ボ
トル

ネ
ック

が
存

在
す

る
とし

た
。 

・ス
テ

ップ
②

以
降

は
、ス

テ
ップ

間
の

達
成

割
合

の
減

少
ポ

イン
トが

概
ね

20
ポ

イン
ト以

上
とな

る
場

合
、そ

の
ス

テ
ップ

間
に

ボ
トル

ネ
ック

が
存

在
す

る
とし

た
。 

 
 

 

15
2 

■
取

組
分

野
[1

]理
解

・啓
発

 
留

意
点

 
・ 全

体
を

5
ス

テ
ップ

とし
て

い
る

が
、庁

内
と地

域
に

分
解

して
整

理
す

る
。 

庁
内

 
・ S

DG
s

未
来

都
市

に
お

い
て

は
、「

①
担

当
・庁

内
へ

の
理

解
の

広
が

り」
は

74
.6

％
が

達
成

して
い

る
が

、「
③

全
庁

的
な

理
解

の
広

が
り」

の
達

成
割

合
は

23
.8

％
に

低
下

し、
難

易
度

が
大

き
く上

が
って

い
る

。そ
の

間
に

ボ
トル

ネ
ック

が
存

在
す

る
とい

え
る

。さ
らに

「⑤
全

庁
的

に
自

分
事

とし
て

仕
事

に
活

用
」の

達
成

割
合

は
4.

8％
に

低
下

し、
相

当
に

難
易

度
が

⾼
い

ス
テ

ップ
とい

え
、こ

こに
も

ボ
トル

ネ
ック

が
存

在
す

る
とい

え
る

。 
・ 一

⽅
、多

摩
・島

しょ
地

域
に

お
い

て
は

、「
①

担
当

・庁
内

へ
の

理
解

の
広

が
り」

自
体

の
達

成
割

合
が

56
.4

％
と

低
く、

当
初

段
階

に
ボ

トル
ネ

ック
が

存
在

して
い

る
とい

え
る

。次
の

「③
全

庁
的

な
理

解
の

広
が

り」
の

達
成

割
合

は
10

.3
％

とさ
らに

大
き

く低
下

す
る

た
め

、こ
こに

も
ボ

トル
ネ

ック
が

存
在

す
る

とい
え

る
。 

地
域

 
・ S

DG
s

未
来

都
市

に
お

い
て

も
、「

②
地

域
の

事
業

者
・団

体
へ

の
理

解
の

広
が

り」
の

達
成

度
が

44
.4

％
と低

い
割

合
に

とど
ま

って
お

り、
当

初
段

階
に

ボ
トル

ネ
ック

が
存

在
す

る
とい

え
る

。次
の

「④
住

⺠
へ

の
理

解
の

広
が

り」
の

達
成

割
合

は
20

.6
％

に
低

下
して

い
る

た
め

、こ
こに

も
難

易
度

の
差

が
あ

り、
ボ

トル
ネ

ック
が

存
在

す
る

とい
え

る
。 

・ 一
⽅

、多
摩

・島
しょ

地
域

に
お

い
て

も
、「

②
地

域
の

事
業

者
・団

体
へ

の
理

解
の

広
が

り」
自

体
の

達
成

割
合

は
12

.8
％

とか
な

り低
く、

SD
Gs

未
来

都
市

以
上

に
当

初
段

階
に

ボ
トル

ネ
ック

が
存

在
す

る
とい

え
る

。 
 

 
    

74
.6

%

23
.8

%

4.
8%

56
.4

%

10
.3

%
5.

1%

① 担 当 ・ 庁 内 へ の 理 解 の 広 が り

③ 全 庁 的 な 理 解 の 広 が り

⑤ 全 庁 的 に 自 分 事 と し て 仕 事 に 活 用

[1
]理

解
・啓

発
【庁

内
】

ボ
トル

ネ
ック

ボ
トル

ネ
ック

ボ
トル

ネ
ック

取
組

ス
テッ

プ

ボ
トル

ネ
ック

44
.4

%

20
.6

%
12

.8
%

7.
7%

② 地 域 の 事 業 者 ・ 団 体 へ の 理 解 の 広 が り

④ 住 ⺠ へ の 理 解 の 広 が り

[1
]理

解
・啓

発
【地

域
】

ステ
ップ

の
難

易
度

SD
Gs

未
来

都
市

の
達

成
割

合

多
摩

・島
しょ

地
域

の
達

成
割

合

ボ
トル

ネ
ック

ボ
トル

ネ
ック

ボ
トル

ネ
ック

ボ
トル

ネ
ック

（
大

きな
障

壁
）

取
組

ス
テ

ップ

74
.6

%

23
.8

%

4.
8%

56
.4

%

10
.3

%
5.

1%

[1
]理
解
・啓
発
【庁
内
】

ス
テ
ップ
の
難
易
度

SD
Gs
未
来
都
市

の
達
成
割
合

多
摩
・島
しょ
地
域

の
達
成
割
合

ボ
トル
ネ
ック

ボ
トル
ネ
ック

ボ
トル
ネ
ック

ボ
トル
ネ
ック

（
大
き
な
障
壁
）

取
組
ス
テ
ップ

ボ
トル
ネ
ック

44
.4

%

20
.6

%
12

.8
%

7.
7%

[1
]理
解
・啓
発
【地
域
】

ス
テ
ップ
の
難
易
度

SD
Gs
未
来
都
市

の
達
成
割
合

多
摩
・島
しょ
地
域

の
達
成
割
合

ボ
トル
ネ
ック

ボ
トル
ネ
ック

ボ
トル
ネ
ック

ボ
トル
ネ
ック

（
大
き
な
障
壁
）

取
組
ス
テ
ップ
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15
3 

■
取

組
分

野
[2

]取
組

体
制

 
留

意
点

 
・ 全

体
を

5
ス

テ
ップ

とし
て

い
る

が
、庁

内
と地

域
に

分
解

して
整

理
す

る
。 

庁
内

 
・ S

DG
s

未
来

都
市

に
お

い
て

は
、「

①
所

管
業

務
の

一
部

とし
て

推
進

」は
77

.8
％

が
達

成
して

お
り、

そ
の

うち
約

8
割

（
全

体
の

60
.3

％
）

は
「②

横
断

組
織

等
を

設
置

」に
つ

な
が

って
い

る
。さ

らに
そ

の
7

割
強

（
全

体
の

44
.4

％
）

は
「④

専
門

部
署

を
設

置
」に

つ
な

が
って

お
り、

ゆ
る

や
か

に
ス

テ
ップ

ア
ップ

して
い

る
とい

え
る

。 
・ 一

⽅
、多

摩
・島

しょ
地

域
に

お
い

て
は

、「
①

所
管

業
務

の
一

部
とし

て
推

進
」の

達
成

割
合

は
59

.0
％

と半
数

を
超

え
て

進
み

つ
つ

あ
る

。し
か

し、
次

の
「②

横
断

組
織

等
を

設
置

」以
降

は
、達

成
して

い
る

自
治

体
は

ゼ
ロで

あ
り、

相
当

に
難

易
度

が
⾼

い
ス

テ
ップ

とな
って

い
る

。こ
こに

大
き

な
ボ

トル
ネ

ック
が

存
在

す
る

とい
え

る
。 

地
域

 
・ S

DG
s

未
来

都
市

に
お

い
て

も
、「

③
地

域
の

事
業

者
・団

体
に

よ
る

推
進

」の
達

成
度

が
52

.4
％

と低
い

割
合

に
とど

ま
って

お
り、

当
初

段
階

に
ボ

トル
ネ

ック
が

存
在

す
る

とい
え

る
。次

の
「⑤

地
域

の
ス

テ
ー

クホ
ル

ダー
との

推
進

体
制

を
整

備
」の

達
成

割
合

は
31

.7
％

に
低

下
して

い
る

た
め

、こ
こに

も
ボ

トル
ネ

ック
が

存
在

す
る

とい
え

る
。 

・ 一
⽅

、多
摩

・島
し

ょ地
域

に
お

い
て

も
、「

③
地

域
の

事
業

者
・団

体
に

よ
る

推
進

」自
体

の
達

成
割

合
は

15
.4

％
とか

な
り低

く、
SD

Gs
未

来
都

市
以

上
に

当
初

段
階

に
ボ

トル
ネ

ック
が

存
在

す
る

とい
え

る
。 

 
      

77
.8

%

60
.3

%

44
.4

%

59
.0

%

0.
0%

0.
0%

① 所 管 業 務 の 一 部 と し て 推 進

② 横 断 組 織 等 を 設 置

④ 専 門 部 署 を 設 置

[2
]取

組
体

制
【庁

内
】

ボ
トル

ネ
ック

取
組

ス
テ

ップ

52
.4

%

31
.7

%

15
.4

%
10

.3
%

③ 地 域 の 事 業 者 ・ 団 体 に よ る 推 進

⑤ 地 域 の ス テ ー ク ホ ル ダ ー と の 推 進 体 制

を 整 備

[2
]取

組
体

制
【地

域
】

ステ
ップ

の
難

易
度

SD
Gs

未
来

都
市

の
達

成
割

合

多
摩

・島
しょ

地
域

の
達

成
割

合

ボ
トル

ネ
ック

（
大

きな
障

壁
）

ボ
トル

ネ
ック

ボ
トル

ネ
ック

ボ
トル

ネ
ック

取
組

ス
テ

ップ

15
4 

■
取
組
分
野
[3
]目
標
・指
標

留
意
点

・ 
SD

Gs
 未
来
都
市
に
お
い
て
は
、「
①
宣
言
・ビ
ジ
ョン
を
設
定
」の
達
成
割
合
は

 7
6.
2％

で
あ
り、
「②

17
 ゴ
ー
ル

との
対
応
関
係
の
整
理
」の
達
成
割
合
も

 6
8.
3％

と高
く、
この

 2
 ス
テ
ップ
は
ほ
ぼ
セ
ット
で
取
り組

ん
で
い
る
とい
え

る
。次

の
「③

16
9 
ター
ゲ
ット
・2
32

 指
標
との
対
応
関
係
の
整
理
」の
達
成
割
合
は 
20
.6
％
と急

激
に
低
下

し、
難
易
度
が
大
き
く上
が
って
い
る
。そ
の
間
に
ボ
トル
ネ
ック
が
存
在
す
る
とい
え
る
。
さ
ら
に
次
の
「④
内
閣
府
の

ロー
カル
指
標
リス
トを
活
用
」の
達
成
割
合
は
4.
8％

と下
が
り、
ほ
とん
どの
SD
G
s未
来
都
市
が
取
組
に
至
って

い
な
い
。こ
こに
も
ボ
ト
ル
ネ
ック
が
存
在
す
る
とい
え
る
。な

お
、「
⑤
独
自
の
ロ
ー
カ
ル
指
標
を
設
定
」の
達
成
割

合
は
27
.0
％
と高

くな
って
い
る
が
、こ
れ
は
「③
16
9

 
ター
ゲ
ット
・2
32 
指
標
との
対
応
関
係
の
整
理
」→
「④
内

閣
府
の
ロー
カル
指
標
リス
トを
活
用
」と
い
う手

順
を
経
て
設
定
して
い
る
場
合
と、
ター
ゲ
ット
・指
標
レ
ベ
ル
ま
で

の
検
討
を
行
わ
ず
に
簡
易
に
設
定
して
い
る
場
合
が
混
在
して
い
る
と考

え
られ
る
。

・ 
一
方
、多

摩
・島
しょ
地
域
に
お
い
て
は
、「
①
宣
言
・ビ
ジ
ョン
を
設
定
」自
体
の
達
成
割
合
が

 1
0.

3％
とか
な
り

低
く、
当
初
段
階
に
大
き
な
ボ
トル
ネ
ック
が
存
在
して
い
る
とい
え
る
。む
しろ
、次

の
「②
17

 ゴ
ー
ル
との
対
応
関
係

の
整
理
」の
達
成
割
合
の
方
が

 2
3.
1％

と高
く、
多
摩
・島
しょ
地
域
に
お
い
て
は
、宣

言
・ビ
ジ
ョン
を
設
定
せ
ず
に

 
17
ゴ
ー
ル
の
対
応
関
係
を
整
理
す
る
こと
か
ら優

先
的
に
取
り組

む
ケ
ー
ス
が
少
な
くな
い
こと
を
示
して
い
る
。次

の
「③

 1
69

 タ
ー
ゲ
ット
・2

32
 指
標
との
対
応
関
係
の
整
理
」の
達
成
割
合
は

 2
.6
％
と著
しく
低
く、
相
当
に
難
易

度
が
高
い
ス
テ
ップ
とな
って
お
り、
大
き
な
ボ
トル
ネ
ック
が
存
在
す
る
とい
え
る
。

76
.2

%
68

.3
%

20
.6

%

4.
8%

27
.0

%

10
.3

%

23
.1

%

2.
6%

5.
1%

0.
0%

17

169 232

※

[3
]目
標
・指
標

ステ
ップ
の
難
易
度

SD
Gs
未
来
都
市

の
達
成
割
合

多
摩
・島
しょ
地
域

の
達
成
割
合

ボ
トル
ネ
ック

（
大
きな
障
壁
）

ボ
トル
ネ
ック

ボ
トル
ネ
ック

ボ
トル
ネ
ック

ボ
トル
ネ
ック 取
組
ス
テ
ップ

76
.2

%
68

.3
%

20
.6

%

4.
8%

27
.0

%

10
.3

%

23
.1

%

2.
6%

5.
1%

0.
0%

17

169 232

※

[3
]目
標
・指
標

ス
テ
ップ
の
難
易
度

SD
Gs
未
来
都
市

の
達
成
割
合

多
摩
・島
しょ
地
域

の
達
成
割
合

ボ
トル
ネ
ック

（
大
き
な
障
壁
）

ボ
トル
ネ
ック

ボ
トル
ネ
ック

ボ
トル
ネ
ック

ボ
トル
ネ
ック 取
組
ス
テ
ップ

77
.8

%

60
.3

%

44
.4

%

59
.0

%

0.
0%

0.
0%

[2
]取
組
体
制
【庁
内
】

ス
テ
ップ
の
難
易
度

SD
G
s未
来
都
市

の
達
成
割
合

多
摩
・島
しょ
地
域

の
達
成
割
合

ボ
トル
ネ
ック

（
大
き
な
障
壁
）

ボ
トル
ネ
ック

取
組
ス
テ
ップ

52
.4

%

31
.7

%

15
.4

%
10

.3
%

[2
]取
組
体
制
【地
域
】

ス
テ
ップ
の
難
易
度

SD
G

s未
来
都
市

の
達
成
割
合

多
摩
・島
しょ
地
域

の
達
成
割
合

ボ
トル
ネ
ック

（
大
き
な
障
壁
）

ボ
トル
ネ
ック

ボ
トル
ネ
ック

ボ
トル
ネ
ック

取
組
ス
テ
ップ
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 ■
取

組
分

野
[4

]計
画

・ア
ク

シ
ョン

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

留
意

点
 

・ S
DG

s
未

来
都

市
に

お
い

て
は

、「
①

総
合

戦
略

・総
合

計
画

等
に

掲
げ

る
」は

61
.9

％
が

達
成

して
お

り、
その

う
ち

約
7 

割
（

全
体

の
42

.9
％

）
は

「②
総

合
計

画
の

中
で

17
ゴ

ー
ル

との
関

係
を

整
理

」に
つ

な
が

って
い

る
。

続
く「

③
独

自
の

ア
クシ

ョン
プ

ログ
ラム

を
策

定
・予

定
」、

「④
モ

デ
ル

事
業

等
を

推
進

」の
ス

テ
ップ

の
達

成
割

合
も

ほ
ぼ

横
ば

い
で

あ
り、

計
画

に
位

置
付

け
た

上
で

具
体

化
や

事
業

化
に

向
け

て
緩

や
か

に
ス

テ
ップ

ア
ップ

して
い

る
こと

が
わ

か
る

。次
の

「⑤
SD

Gs
の

観
点

で
抜

け
漏

れ
の

チ
ェッ

クな
どの

分
析

を
実

施
」の

達
成

割
合

は
7.

9％
と急

激
に

低
下

し、
難

易
度

が
大

き
く上

が
って

い
る

。そ
の

間
に

ボ
トル

ネ
ック

が
存

在
す

る
とい

え
る

。 
・ 一

⽅
、多

摩
・島

し
ょ地

域
に

お
い

て
は

、「
①

総
合

戦
略

・総
合

計
画

等
に

掲
げ

る
」自

体
の

達
成

割
合

が
33

.3
％

とか
な

り低
く、

当
初

段
階

に
お

お
き

な
ボ

トル
ネ

ック
が

存
在

す
る

とい
え

る
。た

だ
し、

次
の

「②
総

合
計

画
の

中
で

17
ゴ

ー
ル

との
関

係
を

整
理

」の
達

成
割

合
は

30
.8

％
とほ

ぼ
横

ば
い

で
あ

り、
多

摩
・島

しょ
地

域
に

お
い

て
は

、総
合

計
画

に
位

置
付

け
、1

7
ゴ

ー
ル

との
関

係
を

整
理

す
る

こと
か

ら着
手

す
る

ケ
ー

ス
が

多
い

こと
が

うか
が

え
る

。次
の

「③
独

自
の

ア
クシ

ョン
プ

ログ
ラム

を
策

定
・予

定
」の

達
成

割
合

は
2.

6％
、「

④
モ

デ
ル

事
業

等
を

推
進

」以
降

は
ゼ

ロと
相

当
に

難
易

度
が

⾼
い

ス
テ

ップ
とな

って
お

り、
計

画
か

ら具
体

化
・事

業
化

の
検

討
に

移
る

間
に

大
き

な
ボ

トル
ネ

ック
が

存
在

す
る

とい
え

る
。 

 

 

   

61
.9

%

42
.9

%
38

.1
%

38
.1

%

7.
9%

33
.3

%
30

.8
%

2.
6%

0.
0%

0.
0%

① 総 合 戦 略 ・ 総 合 計 画 等 に 掲 げ る

② 総 合 計 画 の 中 で17 ゴ ー ル と の 関 係 を 整

理

③ 独 自 の ア ク シ ョ ン プ ロ グ ラ ム を 策 定 ・ 予

定

④ モ デ ル 事 業 を 推 進

⑤SDGs の 観 点 で 抜 け 漏 れ の チ ェ ッ ク な ど

の 分 析 を 実 施

[4
]計

画
・ア

クシ
ョン

プ
ロ

グ
ラム

ステ
ップ

の
難

易
度

SD
Gs

未
来

都
市

の
達

成
割

合

多
摩

・島
しょ

地
域

の
達

成
割

合

ボ
トル

ネ
ック

（
大

きな
障

壁
）

ボ
トル

ネ
ック

ボ
トル

ネ
ック

ボ
トル

ネ
ック

取
組

ス
テ

ップ

15
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 ■
取

組
分

野
[5

]評
価

・フ
ォロ

ー
ア

ップ
 

留
意

点
 

・ こ
れ

ま
で

見
て

き
た

通
り、

SD
Gs

未
来

都
市

に
お

い
て

は
、計

画
の

具
体

化
や

事
業

化
に

取
り組

み
だ

した
段

階
、

多
摩

・島
し

ょ地
域

に
お

い
て

は
計

画
へ

の
位

置
づ

け
を

始
め

た
段

階
に

あ
る

団
体

が
多

い
状

況
とい

え
、「

取
組

分
野

[5
]評

価
・フ

ォロ
ー

ア
ップ

」に
進

ん
で

い
る

団
体

は
少

な
い

。全
体

的
に

達
成

割
合

は
低

く、
難

易
度

の
高

い
ス

テ
ップ

とな
って

い
る

。特
に

多
摩

・島
しょ

地
域

に
お

い
て

は
、達

成
して

い
る

団
体

は
ほ

とん
どな

い
状

況
で

あ
る

。 
・ S

D
Gs

未
来

都
市

に
お

い
て

は
、「

①
評

価
・フ

ォロ
ー

ア
ップ

の
仕

組
み

・体
制

を
検

討
」の

達
成

割
合

は
47

.6
％

と
低

い
割

合
に

とど
ま

って
お

り、
当

初
段

階
に

ボ
トル

ネ
ック

が
存

在
す

る
とい

え
る

。次
の

「②
指

標
を

用
い

た
達

成
状

況
の

内
部

評
価

を
実

施
」の

達
成

割
合

は
41

.3
％

とほ
ぼ

横
ば

い
で

あ
る

が
、「

③
外

部
の

意
見

の
反

映
、外

部
評

価
を

実
施

」の
達

成
割

合
は

22
.2

％
と下

が
り、

ボ
トル

ネ
ック

が
存

在
す

る
とい

え
る

。そ
れ

以
降

の
ス

テ
ップ

の
達

成
割

合
は

ほ
ぼ

横
ば

い
で

ゆ
る

や
か

に
ス

テ
ップ

ア
ップ

して
い

る
。 

・ 一
方

、多
摩

・島
しょ

地
域

に
お

い
て

は
、「

①
評

価
・フ

ォロ
ー

ア
ップ

の
仕

組
み

・体
制

を
検

討
」自

体
の

達
成

割
合

が
7.

7％
とか

な
り低

く、
当

初
段

階
に

お
お

き
な

ボ
トル

ネ
ック

が
存

在
して

お
り、

む
しろ

評
価

・フ
ォロ

ー
ア

ップ
の

段
階

に
ま

だ
入

って
い

な
い

とい
え

る
。 

 

 
 

 
 

47
.6

%
41

.3
%

22
.2

%
20

.6
%

15
.9

%
7.

7%
2.

6%
2.

6%
0.

0%
0.

0%

[5
]評

価
・フ

ォロ
ー

ア
ップ

ステ
ップ

の
難

易
度

SD
Gs

未
来

都
市

の
達

成
割

合

多
摩

・島
しょ

地
域

の
達

成
割

合

ボ
トル

ネ
ック

（
大

きな
障

壁
）

ボ
トル

ネ
ック

ボ
トル

ネ
ック

ボ
トル

ネ
ック

取
組

ス
テ

ップ

47
.6

%
41

.3
%

22
.2

%
20

.6
%

15
.9

%
7.

7%
2.

6%
2.

6%
0.

0%
0.

0%

[5
]評
価
・フ
ォロ
ー
ア
ップ

ス
テ
ップ
の
難
易
度

SD
Gs
未
来
都
市

の
達
成
割
合

多
摩
・島
しょ
地
域

の
達
成
割
合

ボ
トル
ネ
ック

（
大
き
な
障
壁
）

ボ
トル
ネ
ック

ボ
トル
ネ
ック

ボ
トル
ネ
ック

取
組
ス
テ
ップ

61
.9

%

42
.9

%
38

.1
%

38
.1

%

7.
9%

33
.3

%
30

.8
%

2.
6%

0.
0%

0.
0%

17

SDGs

[4
]計
画
・ア
クシ
ョン
プ
ログ
ラム

ス
テ
ップ
の
難
易
度

SD
Gs
未
来
都
市

の
達
成
割
合

多
摩
・島
しょ
地
域

の
達
成
割
合

ボ
トル
ネ
ック

（
大
き
な
障
壁
）

ボ
トル
ネ
ック

ボ
トル
ネ
ック

ボ
トル
ネ
ック

取
組
ス
テ
ップ
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２
．

有
識

者
イ

ン
タ

ビ
ュー

調
査

記
録

イン
タビ

ュー
を

実
施

した
有

識
者

は
下

表
の

とお
りで

あ
る

。
実

施
日

 
有

識
者

 

20
20

年
8

月
3

日
 

高
木

 超
氏

（
慶

應
義

塾
大

学
大

学
院

 政
策

・メ
デ

ィア
研

究
科

 特
任

助
教

）
 

20
20

年
7

月
28

日
 

比
留

間
 彰

氏
（

鎌
倉

市
 共

創
計

画
部

長
）

 

20
20

年
7

月
29

日
 

横
田

 浩
一

氏
（

株
式

会
社

横
田

ア
ソ

シ
エ

イツ
 代

表
取

締
役

）
 

（
１

）
高

木
 超

氏
（

慶
應

義
塾

大
学

大
学

院
 政

策
・メ

デ
ィ

ア
研

究
科

 特
任

助
教

）
日

時
︓

20
20

年
8

月
3

日
（

火
）

16
:0

0~
17

:3
0 

当
方

︓
東

京
市

町
村

自
治

調
査

会
 小

野
、上

原
、小

澤
、小

平
、M

UR
C 

西
尾

 

１
．

地
方

自
治

体
が

SD
G

s
を

推
進

す
る

意
義

・メ
リッ

ト
に

つ
い

て
 


地

方
自

治
体

が
SD

Gs
を

推
進

す
る

意
義

は
、大

き
く分

け
て

3
つ

あ
る

と考
え

て
い

る
。

①
 地

方
創

生
に

資
す

る
、政

策
の

ア
ップ

デ
ー

ト
・

SD
Gs

を
通

じて
これ

ま
で

に
な

か
った

視
点

を
追

加
し、

解
決

して
い

な
か

った
課

題
、取

り組
め

て
い

な
か

った
課

題
に

着
手

す
る

き
っか

け
とな

り、
地

方
創

生
の

推
進

に
資

す
る

政
策

の
ア

ップ
デ

ー
トを

図
る

こと
が

で
き

る
。

・
例

え
ば

、各
種

政
策

に
ジ

ェン
ダー

の
視

点
を

取
り入

れ
た

り、
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
フォ

ン
トを

導
入

した
り、

日
本

語
が

苦
手

な
外

国
人

に
向

け
た

ア
プ

ロー
チ

とし
て

「や
さし

い
に

ほ
ん

ご
」を

導
入

した
りす

る
こと

も
考

え
られ

る
。ま

た
、S

D
Gs

×
テ

クノ
ロジ

ー
の

観
点

か
ら自

治
体

の
取

組
事

例
を

見
る

と、
役

所
に

足
を

運
ば

な
くと

も
行

政
手

続
き

が
行

え
る

よ
うに

す
る

行
政

手
続

き
の

オ
ン

ライ
ン

化
（

四
条

畷
市

・グ
ラフ

ァー
社

）
、A

I
の

活
用

に
よ

る
ス

マ
ー

ト農
業

の
導

入
な

ども
SD

Gs
の

達
成

に
資

す
る

取
組

とし
て

評
価

で
き

る
。

②
 自

治
体

の
外

部
との

連
携

・
地

域
金

融
機

関
を

は
じ

め
とす

る
地

域
の

事
業

者
や

団
体

な
ど、

自
治

体
の

外
部

の
様

々
な

団
体

や
住

民
と

の
連

携
関

係
を

構
築

して
取

組
を

推
進

す
る

こと
に

つ
な

が
る

。
③

 国
際

的
な

フレ
ー

ム
ワ

ー
ク

で
の

取
組

の
推

進
・

SD
Gs

が
共

通
言

語
とな

り、
国

際
的

に
事

例
の

共
有

や
学

び
合

い
な

どの
交

流
が

広
が

って
い

る
事

例
も

あ
る

。
姉

妹
都

市
の

よ
うな

国
際

交
流

で
は

な
く、

神
奈

川
県

と
UN

D
P（

国
連

開
発

計
画

）
との

連
携

趣
意

書
（

SO
I）

の
締

結
の

よ
うに

、自
治

体
と国

際
機

関
が

直
接

結
び

つ
く事

例
も

見
られ

る
。

2．
地

方
自

治
体

に
よ

る
SD

G
s

推
進

の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

＜
SD

G
s

の
視

点
の

生
か

し
方

に
つ

い
て

＞
 


SD

Gs
を

前
面

に
押

し出
し

過
ぎ

る
と、

住
民

だ
け

で
な

く自
治

体
内

部
で

も
拒

否
反

応
が

起
き

る
こと

が
あ

る
。

地
域

課
題

の
解

決
に

向
け

て
今

ま
で

積
み

重
ね

て
き

た
も

の
が

あ
る

の
で

、S
D

Gs
を

振
りか

ざ
す

と庁
内

や
住

民
の

理
解

が
進

ま
な

い
。


SD

Gs
に

よ
って

、ジ
ェン

ダー
な

ど今
ま

で
言

い
づ

らか
った

こと
を

含
め

「新
た

な
視

点
を

導
入

で
き

る
こと

」と
「こ

れ

15
8 

ま
で

の
取

組
を

ア
ップ

デ
ー

トで
き

る
こと

」の
2

つ
の

側
面

が
あ

り、
両

⽅
を

に
らみ

な
が

ら地
域

の
状

況
に

応
じて

バ
ラン

ス
を

取
って

い
くこ

とが
重

要
で

あ
る

。 
 

＜
推

進
組

織
の

あ
り方

に
つ

い
て

＞
 

 
「分

野
横

断
型

の
推

進
組

織
」に

つ
い

て
は

、ト
ップ

ダウ
ン

で
ス

ピー
ド感

を
持

って
進

め
られ

る
とい

うメ
リッ

トと
、

各
所

管
課

が
自

分
事

とし
て

考
え

に
くい

とい
うデ

メリ
ット

が
あ

る
。自

主
研

究
会

と呼
ば

れ
る

よ
うな

庁
内

横
断

型
の

組
織

は
顔

が
⾒

え
る

関
係

性
で

も
あ

り、
有

効
に

機
能

す
る

可
能

性
が

⾼
い

。政
令

指
定

都
市

の
よ

うな
大

規
模

な
組

織
は

、職
員

数
も

非
常

に
多

い
た

め
、オ

ン
ライ

ン
の

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
を

検
討

す
る

必
要

が
出

て
くる

の
で

は
な

い
か

。 
 

所
管

課
に

とっ
て

は
、ど

うし
て

も
所

掌
事

務
の

範
囲

を
超

え
た

調
整

も
⾏

わ
な

け
れ

ば
、有

効
に

SD
Gs

を
活

用
で

き
な

い
側

面
も

あ
る

。な
か

な
か

本
来

業
務

と有
機

的
に

連
携

して
い

な
い

「E
M

S（
環

境
マ

ネ
ジ

メン
トシ

ス
テ

ム
）

」の
よ

うに
な

って
い

る
ケ

ー
ス

が
少

な
くな

い
。所

管
課

が
自

ら進
ん

で
SD

Gs
に

資
す

る
施

策
・事

業
を

実
践

す
る

よ
うな

仕
組

み
が

重
要

で
あ

る
。 

 
SD

Gs
は

、⻑
期

的
な

視
点

を
総

合
計

画
に

取
り入

れ
られ

る
の

が
⻑

所
の

一
つ

で
あ

る
。ま

た
、企

画
部

門
だ

け
が

理
解

して
い

る
状

態
で

は
な

く、
全

庁
を

い
か

に
巻

き
込

ん
で

い
くか

、が
重

要
で

あ
る

。 
 

トッ
プ

の
理

解
・コ

ミッ
トメ

ン
トは

重
要

で
あ

り、
そ

れ
を

担
保

した
上

で
若

手
が

中
心

とな
った

グ
ル

ー
プ

を
組

み
合

わ
せ

る
の

が
よ

い
の

で
は

な
い

か
。若

手
職

員
に

とっ
て

は
、S

DG
s

の
視

点
で

全
体

を
⾒

る
こと

で
、担

当
業

務
だ

け
で

な
く視

野
を

広
げ

る
人

材
育

成
の

意
味

合
い

も
あ

る
。 

 
＜

計
画

⾏
政

へ
の

反
映

に
つ

い
て

＞
 

 
SD

Gs
の

視
点

で
政

策
や

計
画

の
「抜

け
漏

れ
」を

チ
ェッ

クし
、政

策
や

計
画

に
何

が
⾜

りな
い

の
か

を
分

析
して

政
策

体
系

に
反

映
す

る
こと

が
で

き
る

。 
 

内
閣

府
の

「S
DG

s
実

施
指

針
」に

は
、「

地
⽅

自
治

体
の

役
割

」に
つ

い
て

の
記

載
が

あ
り、

「ロ
ー

カル
指

標
の

設
定

」や
「マ

ル
チ

ス
テ

ー
クホ

ル
ダー

に
お

け
る

トー
タル

ガ
バ

ナ
ンス

の
確

⽴
」な

どが
挙

げ
られ

て
い

る
。 

 
ここ

で
い

う「
ロー

カル
指

標
」と

は
、法

政
大

学
の

川
久

保
先

生
が

中
心

とな
り内

閣
府

が
⽰

した
「地

⽅
創

生
SD

Gs
ロー

カル
指

標
リス

ト」
だ

け
で

は
な

く、
各

自
治

体
が

地
域

性
に

応
じて

独
自

に
設

定
す

る
指

標
の

こと
も

指
して

い
る

。例
え

ば
、S

DG
s

の
23

2
指

標
を

も
とに

、「
多

摩
・島

しょ
地

域
とし

て
共

通
で

目
指

す
ロー

カル
指

標
」を

設
定

す
る

こと
や

、特
定

の
自

治
体

だ
け

で
独

自
に

指
標

を
設

定
す

る
こと

も
考

え
られ

る
。 

 
＜

SD
G

s
に

お
け

る
普

遍
性

・統
合

性
と各

地
域

に
お

け
る

個
別

性
・独

⾃
性

に
つ

い
て

＞
 

 
SD

Gs
は

、世
界

共
通

の
目

標
の

下
で

、そ
れ

ぞ
れ

の
国

が
取

り組
む

こと
が

基
本

とな
って

い
る

が
、そ

こに
は

レ
イ

ヤ
ー

が
あ

り、
自

治
体

単
位

で
取

り組
む

こと
も

あ
れ

ば
、地

域
単

位
で

取
り組

む
こと

、住
⺠

一
人

ひ
とり

が
取

り
組

む
こと

も
あ

る
。 

 
「5

つ
の

P（
Pe

op
le

・P
ro

sp
er

ity
・P

la
ne

t・
Pe

ac
e・

Pa
rt

ne
rs

hi
p）

」や
「環

境
・社

会
・経

済
の

3
側

面
」を

重
視

しな
が

ら全
体

最
適

を
図

る
こと

、変
⾰

を
目

指
す

こと
と、

とい
った

原
則

を
最

低
限

共
有

す
れ

ば
、

自
治

体
ご

とに
地

域
性

を
踏

ま
え

た
個

別
の

取
組

を
進

め
て

良
い

。一
⽅

で
、S

DG
s

とエ
コを

同
義

と思
って

い
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る
人

も
い

る
の

で
、そ

の
違

い
を

丁
寧

に
説

明
す

る
必

要
が

あ
る

。 
 

「誰
ひ

とり
取

り残
さな

い
」（

誰
か

取
り残

して
い

る
人

は
い

ま
せ

ん
か

︖
）

を
問

い
とし

て
、地

域
とし

て
の

取
組

の
⽅

向
性

を
検

討
す

れ
ば

SD
Gs

は
有

効
に

機
能

す
る

の
で

は
な

い
か

。 
 ＜

16
9

も
の

タ
ー

ゲ
ット

を
追

って
い

くコ
ツ

に
つ

い
て

（
住

⺠
との

協
働

の
進

め
方

に
つ

い
て

）
＞

 
 

⾏
政

だ
け

で
完

結
させ

な
くと

も
よ

い
。官

⺠
連

携
を

前
提

とし
て

取
り組

め
る

も
の

を
検

討
し、

結
果

とし
て

16
9

の
中

か
ら地

域
で

取
り組

め
る

も
の

50
を

抜
き出

す
、と

い
う形

も
考

え
られ

る
。 

 
な

お
、S

DG
s

に
は

官
⺠

連
携

を
促

進
す

る
側

面
が

あ
る

。先
に

ゴ
ー

ル
を

設
定

して
バ

ック
キ

ャス
テ

ィン
グ

で
取

組
を

位
置

づ
け

る
、と

い
う

SD
Gs

の
ア

プ
ロー

チ
が

、官
⺠

で
ゴ

ー
ル

を
共

有
して

連
携

しや
す

くす
る

。 
 

実
際

に
ター

ゲ
ット

一
つ

ひ
とつ

を
⾒

る
と、

16
9

で
も

ま
だ

抽
象

度
が

⾼
い

と感
じる

人
も

い
る

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。そ

こで
、タ

ー
ゲ

ット
を

も
とに

、地
域

の
実

情
に

応
じた

具
体

的
な

目
標

に
読

み
替

え
る

、と
い

う作
業

が
必

要
で

あ
り、

その
作

業
を

政
治

的
な

誘
導

・忖
度

な
しに

、住
⺠

と一
緒

に
⾏

うよ
うに

す
る

とよ
い

。 
 

バ
ック

キ
ャス

テ
ィン

グ
に

つ
い

て
も

、概
念

とし
て

は
理

解
で

き
て

も
、現

状
の

改
善

策
を

積
み

重
ね

て
到

達
す

る
目

標
で

は
な

く、
常

識
に

とら
わ

れ
な

い
野

心
的

な
目

標
とい

うも
の

を
実

際
に

どの
よ

うに
設

定
す

れ
ば

よ
い

か
わ

か
ら

な
い

、と
い

うケ
ー

ス
が

多
い

。そ
れ

を
住

⺠
と一

緒
に

考
え

る
とい

うス
タン

ス
を

持
つ

こと
が

重
要

で
あ

る
。 

 ＜
20

30
年

以
降

の
方

向
性

に
つ

い
て

＞
 

 
ター

ゲ
ット

レ
ベ

ル
で

い
え

ば
、2

1
ター

ゲ
ット

は
20

20
年

を
目

標
年

度
とし

て
お

り、
す

べ
て

が
20

30
年

を
期

限
に

設
定

して
い

る
わ

け
で

は
な

い
点

は
注

意
が

必
要

で
あ

る
。 

 
た

だ
し、

20
30

年
ま

で
に

い
か

に
達

成
す

る
か

、と
い

うバ
ック

キ
ャス

テ
ィン

グ
で

考
え

取
り組

む
こと

が
SD

Gs
の

大
き

な
特

徴
とな

って
い

る
た

め
、全

体
とし

て
は

20
30

年
が

目
標

年
で

あ
る

。 
 ＜

島
しょ

地
域

に
お

け
る

取
組

に
つ

い
て

＞
 

 
「島

しょ
地

域
の

た
め

の
20

の
ター

ゲ
ット

」な
ど、

島
しょ

地
域

が
取

り組
み

や
す

い
ター

ゲ
ット

を抽
出

して
⽰

す
こ

とも
ア

プ
ロー

チ
とし

て
は

分
か

りや
す

く、
有

効
な

の
で

は
な

い
か

。 
 ＜

「評
価

疲
れ

」へ
の

対
応

に
つ

い
て

＞
 

 
指

標
を

設
定

して
PD

CA
サ

イク
ル

を
回

す
こと

が
負

担
とな

り、
「評

価
疲

れ
」を

引
き

起
こす

懸
念

に
つ

い
て

は
、

SD
Gs

に
限

った
話

で
は

な
く、

これ
ま

で
の

⾏
政

評
価

な
どに

も
共

通
す

る
課

題
で

あ
る

。 
 

大
変

か
も

しれ
な

い
が

、理
想

的
に

は
イン

プ
ット

－
ア

ウ
トプ

ット
ー

ア
ウ

トカ
ム

の
関

係
を

⽰
す

ロジ
ック

モ
デ

ル
を

描
くべ

き
で

あ
る

。そ
の

上
で

評
価

を
⾏

うこ
とで

、改
善

す
べ

き
点

が
明

らか
に

な
り、

評
価

が
機

能
す

る
よ

うに
な

る
。現

状
で

は
、ロ

ジ
ック

モ
デ

ル
で

は
な

く
SD

Gs
との

関
係

を
分

類
した

表
を

作
成

して
い

る
だ

け
の

ケ
ー

ス
が

多
く、

そ
れ

を
基

に
評

価
を

⾏
って

も
単

な
る

レ
ポ

ー
テ

ィン
グ

に
終

わ
って

しま
い

、具
体

的
な

政
策

等
の

改
善

に
つ

な
が

らず
、職

員
の

徒
労

感
に

つ
な

が
って

い
る

面
も

あ
る

だ
ろ

う。
 

  

16
0 

＜
自

治
体

が
国

際
的

な
枠

組
み

を
取

り入
れ

る
意

義
に

つ
い

て
＞

 


外
部

の
視

点
で

取
組

を
見

つ
め

直
す

こと
を

「ア
ウ

トサ
イド

・イ
ン

」と
い

う。
地

域
の

中
だ

け
を

見
て

い
る

と、
国

際
的

な
政

策
ニ

ー
ズ

の
流

れ
を

捉
え

づ
らい

こと
が

あ
る

。例
え

ば
、「

ジ
ェン

ダー
」の

視
点

が
国

際
的

に
重

要
に

な
っ

て
い

る
とい

って
も

、地
域

で
女

性
議

員
が

少
な

くて
も

特
に

疑
問

を
感

じな
い

とい
った

こと
が

あ
る

。こ
うし

た
狭

い
視

点
、価

値
観

に
対

して
、S

D
Gs

を
導

入
す

る
こと

に
よ

り気
づ

き
を

得
て

、政
策

の
見

直
し、

質
の

向
上

に
つ

な
げ

る
こと

が
で

き
る

。


取
り組

む
こと

は
ロー

カル
で

も
、視

点
を

グ
ロー

バ
ル

に
置

くこ
とで

、ロ
ー

カル
とグ

ロー
バ

ル
の

接
点

を
生

み
出

す
こ

とが
で

き
る

。


一
つ

ひ
とつ

の
取

組
は

ロー
カル

を
積

み
上

げ
る

形
だ

が
、国

際
的

な
視

点
で

そ
の

質
を

高
め

て
い

くこ
とが

重
要

で
あ

る
。

（
２

）
比

留
間

 彰
氏

（
鎌

倉
市

 共
創

計
画

部
長

）
日

時
︓

20
20

年
7

月
28

日
（

火
）

13
:0

0~
14

:1
5 

当
方

︓
東

京
市

町
村

自
治

調
査

会
 上

原
、小

澤
、M

UR
C 

西
尾

、大
垣

 

１
．

 鎌
倉

市
に

お
け

る
取

組
の

経
緯

 


市
長

が
就

任
以

来
、「

持
続

可
能

な
都

市
経

営
」を

市
政

運
営

の
基

本
とし

て
掲

げ
て

き
た

こと
、ま

た
、鎌

倉
市

民
は

環
境

意
識

が
非

常
に

高
い

こと
な

どか
ら、

SD
Gs

 と
親

和
性

が
高

い
と考

え
て

い
た

。具
体

的
に

は
、日

本
で

初
め

て
「平

和
都

市
宣

言
」を

行
った

都
市

で
あ

り、
ご

み
の

リサ
イク

ル
率

も
人

口
 5

0 
万

人
以

下
の

都
市

の
中

で
トッ

プ
レ

ベ
ル

で
あ

る
。緑

地
保

全
に

つ
い

て
も

、市
内

の
各

所
で

ビオ
トー

プ
の

整
備

を
して

い
る

な
ど、

取
組

の
積

み
重

ね
が

あ
る

。渋
滞

緩
和

・オ
ー

バ
ー

ツー
リズ

ム
対

策
に

加
え

、環
境

負
荷

の
軽

減
を

目
指

し、
交

通
マ

ネ
ジ

メン
トな

ども
取

り組
ん

で
お

り、
そ

れ
らの

延
長

線
上

で
検

討
を

行
った

。


しか
し、

本
音

とし
て

は
、国

の
補

助
金

を
受

け
る

た
め

に
有

利
な

の
で

は
、と

も
考

え
て

い
た

。深
沢

地
区

（
市

の
西

側
）

の
約

 3
1h

a 
の

未
利

用
地

を
市

の
拠

点
とし

て
整

備
す

る
構

想
が

あ
り、

ま
ち

づ
くり

の
理

念
に

 S
D

Gs
 を

取
り入

れ
る

とと
も

に
、そ

れ
に

よ
り補

助
率

が
上

が
れ

ば
と考

え
て

い
た

。そ
の

た
め

、3
0 

の
 S

D
Gs

 未
来

都
市

に
何

とか
入

れ
れ

ば
とい

う想
い

で
取

組
ん

だ
。


検

討
体

制
とし

て
は

、環
境

部
門

で
は

な
く、

企
画

部
門

の
担

当
者

２
～

３
名

で
検

討
し、

当
初

は
とて

も
全

庁
的

な
取

組
とい

え
る

状
況

に
は

な
か

った
。


こう

し
た

市
民

意
識

の
高

さと
とも

に
、包

括
連

携
協

定
な

どで
企

業
との

連
携

が
進

ん
で

い
た

こと
も

鎌
倉

市
で

SD
Gs

 の
取

組
が

進
ん

だ
要

因
の

一
つ

とい
え

る
。鎌

倉
市

に
は

、い
わ

ゆ
る

旧
住

民
と新

住
民

（
高

度
経

済
成

長
期

の
人

口
拡

大
期

に
転

入
して

き
た

住
民

）
に

加
え

て
、鎌

倉
市

の
こと

が
好

き
で

引
っ越

しを
して

き
た

とい
う

市
民

層
が

あ
る

。こ
れ

らの
市

民
は

、鎌
倉

市
の

環
境

に
魅

力
を

感
じて

お
り、

地
域

課
題

に
も

関
心

が
高

く、
「カ

マ
コン

17
」な

どの
コミ

ュニ
テ

ィを
形

成
して

、市
の

ま
ち

づ
くり

に
コミ

ット
す

る
人

も
少

な
くな

い
。「

鎌
倉

リビ
ン

グ
ラボ

」

17
 カ

マ
コン

（
KA

M
AC

O
N

）
︓

鎌
倉

を
拠

点
とし

て
企

業
活

動
を

行
う

IT
企

業
7

社
が

集
結

し、
鎌

倉
を

盛
り上

げ
る

た
め

に
始

ま
っ

た
プ

ロジ
ェク

ト。
鎌

倉
を

愛
す

る
法

人
・個

人
が

集
ま

り、
鎌

倉
体

験
店

「か
ま

ぷ
ら」

や
クラ

ウ
ドフ

ァン
デ

ィン
グ

な
ど、

さま
ざ

ま
な

自
主

プ
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16
1 

とい
う⾼

齢
化

が
著

しい
地

域
で

課
題

解
決

に
取

り組
む

活
動

も
盛

ん
で

、⾼
齢

化
が

進
む

住
宅

他
の

再
生

の
多

くが
UR

や
電

鉄
会

社
とい

った
地

権
者

で
あ

る
企

業
が

主
体

とな
って

取
り組

む
事

例
が

多
い

の
に

対
し、

鎌
倉

市
で

は
、個

人
の

地
権

者
の

み
で

構
成

され
て

い
る

住
宅

地
で

、住
⺠

が
主

体
とな

り調
整

・連
携

しな
が

ら
企

業
等

の
共

創
関

係
を

築
い

て
い

る
、と

い
う特

徴
が

あ
る

。 
 ２

．
地

方
⾃

治
体

が
SD

G
s

を
推

進
す

る
意

義
・メ

リッ
ト、

課
題

・デ
メ

リッ
トに

つ
い

て
 

 
これ

ま
で

個
々

に
⾏

わ
れ

て
い

た
基

礎
自

治
体

とし
て

の
様

々
な

取
組

が
、S

D
Gs

とい
う全

体
的

な
目

標
に

位
置

づ
け

られ
る

こと
で

、一
つ

の
⽅

向
性

に
結

び
つ

くよ
うに

な
った

。個
々

の
部

門
で

は
SD

Gs
と気

づ
い

て
い

な
い

場
合

も
あ

る
が

、市
全

体
とし

て
地

域
課

題
を

俯
瞰

的
に

・組
織

横
断

的
に

捉
え

る
「イ

ン
ター

リン
ケ

ー
ジ

」が
進

ん
だ

とい
うこ

とが
メリ

ット
の

一
つ

とい
え

る
。 

 
その

こと
は

市
⺠

か
らも

評
価

され
共

感
され

て
い

る
が

、一
⽅

で
、「

SD
Gs

に
取

り組
ん

で
い

る
の

に
こん

な
開

発
を

⾏
って

よ
い

の
か

」と
い

った
市

の
開

発
⾏

為
へ

の
批

判
の

声
の

論
拠

に
結

び
つ

く側
面

も
あ

る
。S

DG
s

とエ
コを

同
義

と解
釈

し、
意

⾒
を

述
べ

る
市

⺠
も

い
る

。そ
こで

、外
部

に
ア

ドバ
イザ

ー
を

3
名

委
嘱

し、
第

三
者

・専
門

家
の

観
点

か
らア

ドバ
イス

（
基

礎
自

治
体

とし
て

い
か

に
SD

Gs
に

向
き

あ
うか

）
を

い
た

だ
き

市
⺠

の
意

⾒
等

に
向

き
あ

って
い

る
。 

＜
職

員
の

意
識

啓
発

に
つ

い
て

＞
 

 
この

よ
うに

市
⺠

側
の

意
識

が
⾼

くな
る

の
に

対
し、

職
員

の
意

識
が

追
い

付
い

て
い

な
い

、と
い

う課
題

も
あ

る
。

議
会

に
お

い
て

も
、S

DG
s

の
取

組
を

背
景

とし
て

、気
候

非
常

事
態

宣
⾔

に
関

す
る

決
議

が
⾏

わ
れ

る
な

ど意
識

が
⾼

ま
って

お
り、

それ
に

対
して

市
の

幹
部

職
員

が
SD

Gs
の

内
容

を
理

解
して

い
な

い
ケ

ー
ス

も
⾒

られ
た

。
そこ

で
、職

員
の

意
識

を
⾼

め
る

た
め

、管
理

職
全

員
に

SD
Gs

の
バ

ッジ
を

配
布

す
る

とい
った

啓
発

活
動

も
⾏

って
い

る
。 

＜
統

合
性

の
概

念
と個

別
の

取
組

との
関

係
に

つ
い

て
＞

 
 

SD
Gs

に
お

け
る

イン
ター

リン
ケ

ー
ジ

や
レ

バ
レ

ッジ
（

小
さな

⼒
で

大
き

な
変

化
を

起
こす

こと
）

な
どの

統
合

性
の

概
念

が
、個

別
の

事
業

で
は

わ
か

りに
くい

とい
う側

面
は

あ
る

。少
な

くと
も

、相
互

に
⾜

を
引

っ張
る

よ
うな

逆
の

作
用

が
起

こら
な

い
よ

うに
留

意
した

。 
＜

⻑
期

的
な

視
点

と短
期

的
・緊

急
時

の
対

応
に

つ
い

て
＞

 
 

新
型

コロ
ナ

感
染

症
対

策
の

よ
うに

、危
機

事
象

に
合

わ
せ

た
短

期
間

の
対

応
に

お
い

て
は

、S
DG

s
の

観
点

が
捨

象
され

る
場

合
も

⾒
受

け
られ

る
。例

え
ば

、テ
イク

ア
ウト

を
推

進
す

れ
ば

、容
器

プ
ラス

チ
ック

ご
み

の
排

出
が

増
え

る
が

、そ
れ

で
も

緊
急

対
応

とし
て

進
め

な
け

れ
ば

な
らな

い
とい

うケ
ー

ス
が

あ
る

。た
だ

し、
これ

か
らの

w
ith

コロ
ナ

時
代

を
考

え
る

上
で

は
、新

し
い

生
活

様
式

や
責

任
あ

る
観

光
（

レ
ス

ポ
ン

シ
ブ

ル
ツ

ー
リズ

ム
）

な
ど、

SD
Gs

の
視

点
が

必
要

に
な

る
と考

え
られ

る
。 

＜
観

光
に

お
け

る
価

値
観

の
変

化
に

つ
い

て
＞

 
 

い
か

に
多

くの
観

光
客

に
来

て
も

らう
か

、と
い

う「
量

」を
追

い
求

め
て

い
る

地
域

も
あ

る
が

、鎌
倉

は
これ

ま
で

も
「質

」を
重

視
して

き
た

。今
後

は
、安

全
・安

心
とい

う概
念

が
非

常
に

強
くな

って
い

くと
考

え
て

お
り、

観
光

地
の

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

ロジ
ェク

トと
企

画
・実

施
して

い
る

。h
tt

ps
:/

/k
am

ac
on

.c
om

/ 
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差
別

化
とい

う点
で

、S
D

Gs
が

強
み

に
な

る
と考

え
て

い
る

。テ
レ

ビ番
組

で
も

取
り上

げ
られ

て
い

る
AI

を
活

用
し

た
水

循
環

等
に

取
り組

む
ベ

ン
チ

ャー
企

業
の

W
O

TA
（

ht
tp

s:
//

w
ot

a.
co

.jp
/w

os
h/

）
と包

括
連

携
協

定
を

締
結

した
。同

社
で

は
被

災
地

に
水

循
環

の
シ

ャワ
ー

を
提

供
した

りし
て

い
る

が
、同

様
の

仕
組

み
を

活
用

し
た

手
洗

い
を

開
発

し
て

い
る

。こ
れ

を
利

用
し

て
、鎌

倉
の

街
に

入
る

とき
に

手
洗

い
を

推
奨

し
、感

染
症

予
防

対
策

に
取

り組
む

こと
で

、来
訪

者
も

市
民

も
安

心
して

過
ご

す
こと

が
で

き
る

。そ
して

、そ
れ

に
賛

同
す

る
観

光
客

が
来

て
くれ

る
よ

うに
な

る
こと

な
どが

考
え

られ
る

。 
 

迎
え

る
側

も
来

る
側

も
安

全
安

心
な

ま
ち

づ
くり

に
一

定
の

責
任

を
持

ち
、地

域
の

環
境

を
守

り、
地

域
で

経
済

が
循

環
す

る
よ

うに
す

る
こ

とに
対

す
る

意
識

付
け

を
す

る
こ

とが
重

要
で

あ
る

。そ
の

た
め

の
共

通
言

語
とし

て
も

SD
Gs

が
有

効
で

あ
る

。 
＜

市
民

との
「共

創
」に

つ
い

て
＞

 
 

鎌
倉

市
の

「共
創

計
画

部
」は

、こ
の

よ
うに

市
民

や
企

業
と共

に
新

た
な

価
値

を
創

って
い

くこ
とを

目
指

し
て

、
「共

創
」と

い
う言

葉
を

付
け

て
い

る
。S

D
Gs

を
活

用
して

、目
標

を
明

確
に

す
る

こと
で

、企
業

や
団

体
も

一
緒

に
取

り組
ん

で
い

き
や

す
くな

る
。 

 
若

年
層

の
意

識
も

高
ま

って
い

る
。例

え
ば

、中
高

生
の

発
案

で
、着

古
した

洋
服

を
難

民
に

配
布

す
る

ボ
ック

ス
が

市
役

所
ロビ

ー
に

設
置

され
て

い
る

。花
王

に
よ

る
「リ

サ
イク

リエ
ー

シ
ョン

」の
ワ

ー
クシ

ョッ
プ

を
市

内
の

小
学

校
で

行
って

い
る

。小
学

校
の

授
業

で
取

り組
ん

で
い

る
も

の
も

あ
り、

小
学

生
か

ら「
バ

ナ
ナ

ペ
ー

パ
ー

を
使

って
ほ

し
い

」と
い

う提
言

を
受

け
た

こと
も

あ
る

。 
＜

SD
G

s
の

用
語

に
つ

い
て

＞
 

 
な

お
、S

D
Gs

は
共

通
言

語
とな

り得
る

も
の

の
、も

っと
わ

か
りや

す
い

言
葉

を
使

うべ
き

で
は

な
い

か
、と

い
う議

論
も

あ
る

。わ
ざ

わ
ざ

SD
Gs

を
い

う言
葉

を
使

わ
な

くと
も

、「
誰

ひ
とり

取
り残

さな
い

」と
い

うこ
とは

基
礎

自
治

体
とし

て
本

来
的

に
取

り組
ん

で
い

る
こ と

で
あ

る
。グ

ロー
バ

ル
の

理
念

・目
標

を
、ロ

ー
カル

に
わ

か
りや

す
く落

と
し込

ん
で

共
有

し、
取

り組
ん

で
い

くと
い

うこ
とが

重
要

で
あ

る
。 

＜
SD

G
s

の
ゴ

ー
ル

の
落

とし
込

み
方

、指
標

設
定

に
つ

い
て

＞
 

 
SD

Gs
の

ゴ
ー

ル
と施

策
を

結
び

付
け

て
ロー

カル
に

落
とし

込
む

コツ
は

、自
治

体
とし

て
で

き
る

こと
は

限
られ

て
い

る
の

で
、で

き
る

こと
を

や
る

とい
うス

タン
ス

で
、国

、企
業

、個
人

な
どと

役
割

分
担

し、
そ

の
合

計
値

とし
て

達
成

を
目

指
す

よ
うに

考
え

れ
ば

よ
い

。 
 

一
番

悩
む

の
は

指
標

の
設

定
で

あ
る

。2
03

0
年

の
達

成
目

標
を

16
9

の
ター

ゲ
ット

レ
ベ

ル
で

見
る

と、
自

治
体

が
寄

与
で

き
る

とこ
ろ

が
限

られ
て

お
り、

具
体

的
な

指
標

に
結

び
つ

か
な

い
場

合
が

多
い

。そ
も

そ
も

デ
ー

タが
な

い
とい

う問
題

も
あ

る
。 

 
さら

に
、効

果
を

測
定

す
る

指
標

を
定

め
る

の
が

困
難

で
あ

る
。た

とえ
ば

、博
物

館
の

効
果

を
測

定
す

る
指

標
とし

て
「来

場
者

数
」を

設
定

して
い

た
が

、コ
ロナ

禍
で

人
が

集
ま

る
こと

が
難

しい
中

で
、果

た
して

来
場

者
を

多
く集

め
る

とい
うこ

とが
成

果
指

標
で

よ
い

の
か

、と
い

う疑
問

が
湧

く。
来

場
者

数
よ

りも
、歴

史
的

・文
化

的
な

価
値

を
い

か
に

理
解

して
も

らえ
た

の
か

、と
い

った
観

点
で

成
果

を
測

る
こと

が
望

ま
しい

の
で

は
な

い
か

、そ
の

た
め

に
適

切
な

指
標

は
何

か
、と

い
った

検
討

が
求

め
られ

て
い

る
。E

BP
M

の
考

え
方

が
重

要
に

な
って

お
り、

ロジ
ック

を
組

み
立

て
て

政
策

を
考

え
て

い
くき

っか
け

に
な

る
。デ

ー
タや

統
計

を
扱

え
る

人
材

育
成

に
も

取
り組

ん
で

い
か

な
け

れ
ば

な
らず

、1
0

年
は

か
か

る
長

期
的

な
話

で
あ

る
が

、そ
の

ス
ター

トを
切

れ
た

の
で

は
な

い
か

。コ
ロナ

禍
で

税
収
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減
とな

り、
事

業
も

削
減

して
い

か
な

け
れ

ば
な

らな
い

が
、「

⼒
技

」で
切

る
の

で
は

な
く、

EB
PM

の
視

点
で

進
め

られ
れ

ば
と考

え
て

い
る

。 
＜

⾏
政

経
営

の
視

点
で

み
た

SD
G

s
の

推
進

に
つ

い
て

＞
 

 
⾏

政
運

営
の

視
点

で
は

、ル
ー

テ
ィン

ワ
ー

ク・
タス

クの
繰

り返
しで

目
標

意
識

・や
りが

い
の

喪
失

に
な

って
き

て
い

る
が

、グ
ロー

バ
ル

な
つ

な
が

りや
⽅

向
性

の
共

有
な

どに
よ

る
モ

チ
ベ

ー
シ

ョン
向

上
が

重
要

で
あ

る
。公

務
員

は
既

存
の

制
約

の
中

で
政

策
を

つ
くる

こと
に

⻑
け

て
い

る
が

、バ
ック

キ
ャス

テ
ィン

グ
の

よ
うに

枠
を

外
して

未
来

像
を

考
え

る
よ

うな
思

考
に

慣
れ

て
い

な
い

。従
来

の
や

り⽅
を

変
え

て
い

くこ
とが

必
要

で
あ

り、
今

後
10

年
間

で
大

き
く変

わ
って

い
くだ

ろ
う。

 
 

国
が

モ
デ

ル
を

つ
くり

な
が

ら進
め

て
い

く手
法

に
つ

い
て

は
、補

助
⾦

獲
得

を
目

的
・動

機
とす

る
自

治
体

が
出

て
く

る
可

能
性

は
あ

る
が

、自
治

体
側

で
国

へ
の

手
続

等
が

運
営

上
の

問
題

に
な

る
こと

は
あ

ま
りな

い
。申

請
書

の
作

成
過

程
で

、「
何

の
た

め
に

取
り組

む
の

か
」を

考
え

る
き

っか
け

に
な

る
面

も
あ

る
。結

局
は

、そ
れ

ぞ
れ

の
自

治
体

が
どの

よ
うに

取
り組

む
か

、に
か

か
って

お
り、

補
助

⾦
目

的
で

始
め

る
こと

も
き

っか
け

の
一

つ
とい

え
る

。 
 ３

．
地

方
⾃

治
体

に
お

け
る

SD
G

s
推

進
の

ポ
イ

ン
トに

つ
い

て
 

＜
総

合
計

画
に

落
とし

込
む

か
、個

別
の

モ
デ

ル
事

業
を

推
進

す
る

か
、に

つ
い

て
＞

 
 

総
合

計
画

に
落

とし
込

む
か

、個
別

の
モ

デ
ル

事
業

を
推

進
す

る
か

、に
つ

い
て

は
、良

し悪
しが

あ
る

。S
DG

s
は

⾏
政

全
般

に
関

わ
る

こと
で

あ
り、

本
来

は
総

合
計

画
に

落
とし

込
み

、計
画

⾏
政

の
一

環
とし

て
全

庁
的

に
推

進
す

る
こと

が
望

ま
しい

とい
え

る
。た

だ
し、

そ
れ

に
は

市
全

体
で

取
り組

め
る

メリ
ット

が
あ

る
一

⽅
、総

花
的

とな
り全

庁
で

何
とな

く取
り組

ん
で

い
る

よ
うな

、当
事

者
意

識
が

育
ち

に
くい

デ
メリ

ット
が

あ
る

。 
 

個
別

の
モ

デ
ル

事
業

を
打

ち
出

す
⽅

が
、市

⺠
に

わ
か

りや
す

く、
地

域
で

の
連

携
体

制
を

つ
くり

や
す

い
面

が
あ

る
。

例
え

ば
、由

⽐
ガ

浜
に

打
ち

上
げ

られ
た

クジ
ラの

胃
か

らプ
ラゴ

ミが
出

て
き

た
の

で
、S

DG
s

の
ゴ

ー
ル

に
結

び
つ

け
て

「プ
ラご

み
ゼ

ロ宣
⾔

」を
⾏

お
う、

と説
明

す
れ

ば
イン

パ
クト

が
あ

り伝
わ

りや
す

い
。そ

うい
った

過
程

を
庁

内
外

で
共

有
す

る
こと

で
、理

解
が

深
ま

る
とと

も
に

、取
組

や
成

果
の

フォ
ロー

ア
ップ

を
しや

す
くな

る
こと

に
も

つ
な

が
る

。 
＜

市
⺠

一
⼈

ひ
とり

の
主

体
性

を
⾼

め
る

た
め

に
＞

 
 

市
⺠

一
人

ひ
とり

の
主

体
性

を
⾼

め
る

とい
う観

点
で

は
、「

子
ども

た
ち

や
次

の
世

代
の

た
め

に
」と

⾔
い

換
え

る
こ

とが
心

に
響

くの
で

は
な

い
か

。「
地

球
を

変
え

られ
る

最
後

の
世

代
か

も
しれ

な
い

」と
い

うメ
ッセ

ー
ジ

は
、⾼

齢
者

に
とっ

て
も

重
要

で
あ

る
。 

＜
⾃

治
体

が
グ

ロ
ー

バ
ル

を
意

識
す

る
意

義
に

つ
い

て
＞

 
 

自
治

体
が

グ
ロー

バ
ル

を
意

識
す

る
意

義
に

つ
い

て
は

、グ
ロー

バ
ル

な
視

点
で

世
界

を
意

識
し、

地
域

の
取

組
を

⾒
つ

め
直

す
機

会
に

な
る

こと
に

あ
る

の
で

は
な

い
か

。「
Th

in
k 

Gl
ob

al
ly,

 A
ct

 L
oc

al
ly

」で
、地

球
の

裏
側

の
こと

を
考

え
る

よ
い

機
会

に
な

る
。1

69
の

ター
ゲ

ット
を

⾒
て

い
く中

で
、総

合
計

画
に

位
置

付
け

られ
て

は
い

る
も

の
の

、今
取

り組
ま

な
け

れ
ば

な
らな

い
こと

とし
て

意
識

し直
し、

⼒
を

入
れ

て
い

くよ
うに

な
る

ケ
ー

ス
が

あ
る

。
例

え
ば

、「
消

費
生

活
」に

つ
い

て
、消

費
者

被
害

回
復

の
相

談
所

的
な

機
能

に
加

え
て

エ
シ

カル
消

費
な

どの
概

念
を

発
信

す
る

こと
も

求
め

られ
て

き
た

。ま
た

、「
引

き
こ も

り」
へ

の
対

応
に

つ
い

て
も

、「
誰

ひ
とり

取
り残

さな
い

」と
い

う観
点

か
ら、

子
ども

だ
け

で
な

く大
人

や
⾼

齢
者

の
対

応
も

して
い

く必
要

が
あ

り、
対

象
を

広
げ

る
とい

っ

16
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た
こと

に
つ

な
が

る
こと

が
考

え
られ

る
。 

＜
多

摩
・島

し
ょ地

域
に

お
け

る
取

組
の

推
進

に
向

け
て

＞
 


多

摩
・島

しょ
地

域
に

お
い

て
は

、そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
に

そ
れ

ぞ
れ

の
自

然
、歴

史
、思

い
入

れ
が

あ
り、

SD
Gs

を
通

じて
地

域
や

生
活

を
見

直
す

よ
い

き
っか

け
に

な
る

とい
え

る
。都

市
戦

略
とし

て
どの

よ
うな

ま
ち

を
目

指
して

い
くの

か
、に

つ
い

て
しっ

か
りと

考
え

る
上

で
、自

治
体

の
理

解
度

を
上

げ
て

お
くこ

とは
欠

か
せ

な
い

。
＜

ト
ップ

の
意

識
・リ

ー
ダ

ー
シ

ップ
に

つ
い

て
＞

 


鎌
倉

市
は

トッ
プ

ダウ
ン

で
は

な
か

った
が

、ト
ップ

の
意

識
や

リー
ダー

シ
ップ

は
重

要
で

あ
る

。S
D

Gs
の

どこ
に

力
を

入
れ

て
い

くの
か

、と
い

う点
も

トッ
プ

の
意

向
に

関
わ

る
も

の
で

あ
る

。
＜

ロ
ー

カ
ル

ア
イ

デ
ン

テ
ィテ

ィの
醸

成
に

つ
い

て
＞

 


「ロ
ー

カル
ア

イデ
ン

テ
ィテ

ィ」
に

つ
い

て
は

、ど
うや

って
見

つ
け

る
か

、つ
くっ

て
い

くか
、が

重
要

で
あ

る
。市

民
の

意
識

の
高

さや
豊

か
な

自
然

との
結

び
つ

き
を

生
か

して
新

た
な

コミ
ュニ

テ
ィを

つ
くる

こと
で

、ま
ち

づ
くり

の
新

た
な

推
進

力
に

な
る

の
で

は
な

い
か

。深
沢

地
域

の
開

発
を

通
じて

鎌
倉

・湘
南

地
域

に
新

しい
圏

域
を

つ
くれ

た
らと

思
って

い
る

。鎌
倉

に
は

、片
道

1～
1.

5
時

間
も

か
け

て
都

心
に

通
って

い
る

人
が

多
い

が
、テ

レ
ワ

ー
クを

推
進

す
れ

ば
、東

京
に

依
存

し
な

い
新

し
い

ワ
ー

クス
タイ

ル
・ラ

イ
フス

タイ
ル

を
実

現
で

き
る

の
で

は
な

い
か

。S
D

Gs
や

So
ci

et
y5

.0
とも

絡
め

て
、「

テ
レ

ワ
ー

ク・
ライ

フス
タイ

ル
研

究
会

」で
そ

うい
った

研
究

を
行

って
い

る
。

（
３

）
横

田
 浩

一
氏

（
株

式
会

社
横

田
ア

ソ
シ

エ
イ

ツ
 代

表
取

締
役

）
日

時
︓

20
20

年
7

月
29

日
（

水
）

16
:0

0~
18

:0
0 

当
方

︓
東

京
市

町
村

自
治

調
査

会
 上

原
、小

澤
、小

平
、M

UR
C 

西
尾

、大
垣

、片
平

 

１
．

 S
D

G
s

推
進

の
ト

レ
ン

ド
・事

例
に

つ
い

て
 

＜
修

学
旅

行
や

研
修

で
SD

G
s

先
進

自
治

体
を

訪
れ

る
ト

レ
ン

ド
に

つ
い

て
＞

 


北
海

道
下

川
町

（
人

口
約

3,
20

0
人

）
や

鹿
児

島
県

大
崎

町
（

人
口

約
12

,8
00

人
）

な
ど、

ジ
ャパ

ン
SD

Gs
ア

ワ
ー

ドの
受

賞
歴

の
あ

る
先

進
的

な
小

規
模

自
治

体
に

は
、S

D
Gs

を
取

り入
れ

た
PB

L（
問

題
解

決
型

学
習

）
の

フィ
ー

ル
ドワ

ー
クを

修
学

旅
行

の
一

環
で

行
い

た
い

との
要

望
が

旅
行

会
社

や
高

校
か

ら寄
せ

られ
る

よ
うに

な
って

い
る

。


外
部

に
勉

強
の

場
とし

て
価

値
を

提
供

す
る

た
め

に
は

、ス
タデ

ィツ
ア

ー
の

受
入

先
で

体
験

す
る

プ
ロ

グ
ラム

を
い

か
に

構
築

す
る

か
、と

受
入

人
材

を
い

か
に

確
保

す
る

か
、の

2
点

が
重

要
に

な
る

。プ
ログ

ラム
に

つ
い

て
は

横
田

氏
が

主
に

作
成

し
て

い
る

が
、こ

の
よ

うな
コー

デ
ィネ

ー
ター

の
存

在
が

キ
ー

とな
る

。受
入

人
材

に
つ

い
て

は
、例

え
ば

下
川

町
の

場
合

、外
部

か
らの

移
住

者
も

数
多

く参
加

して
い

る
N

PO
で

受
入

体
制

を
整

え
る

こと
が

で
き

る
。同

じよ
うな

小
規

模
自

治
体

で
あ

る
北

海
道

東
川

町
の

場
合

、町
内

に
地

元
密

着
型

の
旅

行
会

社
や

ファ
シ

リテ
ー

ター
の

で
き

る
地

域
お

こし
協

力
隊

な
どの

リソ
ー

ス
が

あ
り、

そ
こで

受
け

入
れ

る
こと

が
で

き
る

。大
崎

町
は

町
役

場
に

加
え

、そ
お

リサ
イク

ル
セ

ン
ター

で
見

学
の

受
入

を
進

め
て

い
て

、ま
た

研
修

を
民

間
に

委
託

で
き

る
体

制
を

整
え

つ
つ

あ
り、

焼
却

炉
を

設
け

な
い

先
進

事
例

とし
て

ア
ジ

ア
、特

に
イ

ン
ドネ

シ
ア

か
ら注

目
が

高
く、

JI
CA

を
仲

介
して

訪
れ

る
来

訪
者

に
ツア

ー
を

体
験

して
も

らっ
て

い
る

。金
沢

市
や

北
九

州
市

は
大

都
市

な
の
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で
元

か
ら受

入
体

制
が

整
って

い
た

。 
 

SD
Gs

は
無

形
で

あ
る

の
で

、下
川

町
を

訪
れ

た
⾼

校
生

に
い

か
に

SD
Gs

を
体

験
して

も
らう

か
、プ

ログ
ラム

の
重

要
性

は
⾼

い
。姫

路
⼥

学
院

（
兵

庫
県

）
の

修
学

旅
⾏

で
は

、森
や

そ
の

中
で

作
った

チ
ップ

、そ
こか

ら熱
を

取
る

装
置

を
⾒

せ
た

り、
地

域
内

循
環

・地
産

地
消

で
作

られ
た

お
弁

当
を

⾷
べ

て
も

らっ
た

りと
い

った
過

程
で

SD
Gs

の
理

念
な

どを
自

然
と感

じら
れ

る
よ

うに
工

夫
して

い
る

。当
日

は
感

じて
も

らう
こと

を
重

視
し、

座
学

は
事

前
・事

後
学

習
で

⾏
うよ

うに
して

い
る

。 
 

⾼
校

が
PB

L
型

教
育

に
⼒

を
入

れ
る

背
景

とし
て

、学
習

指
導

要
領

の
改

正
に

よ
る

探
究

学
習

の
推

進
と、

大
学

入
試

制
度

の
改

⾰
の

影
響

が
大

き
い

。国
⽴

大
学

で
あ

って
も

入
学

者
の

最
大

３
割

が
総

合
型

選
抜

（
AO

入
試

）
で

選
ば

れ
る

よ
うに

な
る

た
め

、国
⽴

志
向

の
強

い
地

⽅
の

県
⽴

⾼
校

は
、⾼

校
時

代
に

SD
Gs

に
取

り組
ん

で
き

た
こと

を
受

験
で

書
い

て
も

らう
べ

く、
目

の
色

を
変

え
て

取
り組

み
始

め
て

い
る

。 
 

SD
Gs

を
PB

L
な

ど地
域

の
観

光
資

源
とし

て
活

用
し始

め
た

先
進

自
治

体
に

つ
い

て
は

、S
DG

sを
勉

強
す

る
段

階
か

ら実
践

す
る

段
階

に
進

み
つ

つ
あ

る
と⾔

え
る

。 
＜
⾦
沢
⻄
⾼
校
に
お
け
る
SD
G
s
を
取
り入

れ
た
PB
L
型
教
育
の
取
組
に
つ
い
て
＞

 
 

⾦
沢

市
か

らの
委

託
を

受
け

、⽯
川

県
⽴

⾦
沢

⻄
⾼

等
学

校
に

て
「総

合
的

な
学

習
の

時
間

」や
「総

合
的

な
探

究
の

時
間

」を
使

い
、S

DG
sを

テ
ー

マ
とし

た
PB

L
に

ゼ
ミ生

と取
り組

ん
で

い
る

。 
 

⾼
校

生
に

は
グ

ル
ー

プ
を

つ
くり

、興
味

の
あ

る
SD

Gs
に

取
り組

ん
で

も
らっ

て
い

る
。 

 
⾦

沢
市

は
SD

Gs
未

来
都

市
に

選
定

され
る

な
ど

SD
Gs

の
推

進
に

取
り組

ん
で

お
り、

⾼
校

教
育

に
お

い
て

こ
れ

を
実

践
す

る
こと

に
よ

り、
「シ

ビッ
クプ

ライ
ドの

醸
成

」、
「地

元
に

残
る

人
材

の
社

会
性

の
育

成
」な

どを
効

果
とし

て
考

え
て

い
る

。 
 

SD
Gs

へ
の

理
解

を
深

め
て

も
らう

こと
で

、地
元

に
残

る
可

能
性

を
⾼

め
た

い
とい

う市
の

狙
い

と、
「総

合
的

な
学

習
の

時
間

」で
SD

Gs
に

取
り組

み
始

め
て

い
た

⾦
沢

⻄
⾼

校
の

⽅
向

性
が

マ
ッチ

した
。 

 
⾦

沢
⻄

⾼
校

で
の

取
組

は
今

年
で

２
年

目
とな

り、
キ

ャリ
ア

教
育

も
視

野
に

入
れ

始
め

て
い

る
。社

会
課

題
を

カリ
キ

ュラ
ム

の
中

で
考

え
、社

会
人

と接
点

を
持

つ
こと

で
、地

元
で

働
くこ

との
イメ

ー
ジ

が
つ

き
、地

元
に

残
った

り、
将

来
的

に
U

ター
ンし

た
りす

る
生

徒
が

増
え

る
とよ

い
。 

 
⾦

沢
市

は
令

和
２

年
度

に
SD

Gs
未

来
都

市
に

選
定

され
た

が
、選

定
の

過
程

に
お

い
て

⾦
沢

⻄
⾼

校
の

取
組

は
⾼

く評
価

され
た

。 
 

１
学

年
32

0
人

が
、４

人
程

度
で

構
成

され
る

チ
ー

ム
で

取
り組

む
。多

くは
PB

L
型

教
育

に
マ

ッチ
し、

熱
心

に
取

り組
ん

で
い

る
。 

 
昨

年
に

学
内

で
最

優
秀

賞
を

受
賞

した
チ

ー
ム

は
、フ

リー
ス

クー
ル

の
先

生
に

自
ら取

材
しに

⾏
き

、学
校

外
の

教
育

が
大

切
だ

との
発

表
を

した
。優

秀
な

グ
ル

ー
プ

の
発

表
を

聞
くだ

け
で

も
、課

題
を

⾒
つ

け
出

す
視

座
を

獲
得

す
る

き
っか

け
に

な
る

な
ど、

た
とえ

熱
心

で
は

な
か

った
生

徒
に

とっ
て

も
得

る
物

が
多

い
。 

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

の
形

を
とっ

て
お

り、
例

え
ば

超
⾼

齢
社

会
とい

うテ
ー

マ
で

、⾼
齢

者
に

イン
タビ

ュー
を

し、
その

内
容

を
ま

とめ
る

だ
け

で
も

生
徒

た
ち

は
大

き
く成

⻑
す

る
。 

 
生

徒
に

よ
って

は
、抽

象
的

な
SD

Gs
とい

うテ
ー

マ
が

ピン
と来

な
い

場
合

が
あ

る
。そ

こで
、生

徒
の

特
徴

に
合

わ
せ

て
「A

I
の

普
及

で
残

る
仕

事
」な

どリ
ア

ル
な

テ
ー

マ
を

与
え

る
と、

自
分

ご
とと

して
ま

ち
の

将
来

を
考

え
る

よ
う

に
な

り、
よ

い
提

案
を

す
る

。 
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 
き

っか
け

を
自

分
ご

とと
す

る
こと

は
特

に
重

要
な

点
だ

。S
D

Gs
に

つ
い

て
教

え
る

よ
りも

、目
の

前
の

困
った

人
や

⾼
齢

者
、親

類
の

障
害

者
、貧

困
に

悩
む

同
級

生
な

ど⾝
近

に
社

会
課

題
が

存
在

す
る

こと
に

気
づ

い
て

も
らう

こと
の

⽅
が

SD
Gs

を
考

え
る

上
で

有
効

な
の

で
、な

る
べ

く
SD

Gs
とは

称
さず

、社
会

課
題

解
決

と称
して

い
る

。 
＜

トッ
プ

企
業

以
外

へ
の

SD
G

s
の

広
ま

りに
つ

い
て

＞
 

 
実

感
とし

て
は

時
価

総
額

国
内

上
位

20
0〜

30
0

位
くら

い
ま

で
の

企
業

は
、社

内
で

SD
Gs

や
ES

G
の

体
制

が
既

に
整

って
い

る
。そ

れ
以

下
の

企
業

に
つ

い
て

も
、マ

ー
ケ

ット
の

プ
レ

ッシ
ャー

か
ら

SD
Gs

や
ES

G
に

取
り

組
ま

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

との
危

機
感

を
抱

き
始

め
て

お
り

、
SD

Gs
統

合
報

告
書

の
作

成
や

CS
R

（
Co

rp
or

at
e 

So
ci

al
 R

es
po

ns
ib

ili
ty

︓
企

業
の

社
会

的
責

任
）

報
告

書
へ

の
SD

Gs
の

記
載

、ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
作

成
を

進
め

て
い

る
。 

 ２
．

地
方

⾃
治

体
に

お
け

る
SD

G
s

の
推

進
手

法
に

つ
い

て
 

＜
北

九
州

市
＞

 
 

市
⺠

・企
業

の
ネ

ット
ワ

ー
キ

ング
に

注
⼒

して
お

り、
若

者
が

集
ま

る
場

を
商

店
街

に
持

って
い

る
。 

 
北

九
州

市
⽴

大
学

と北
九

州
市

企
画

調
整

局
は

連
携

して
い

る
こと

か
ら、

SD
Gs

推
進

室
は

大
学

の
学

生
や

教
員

とも
連

携
して

取
組

を
推

進
して

い
る

。昨
年

に
横

田
氏

が
ワ

ー
クシ

ョッ
プ

を
⾏

った
際

に
は

、メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン等
で

呼
び

か
け

られ
た

10
0

名
程

度
が

集
ま

り、
北

九
州

市
の

実
⾏

⼒
及

び
関

係
者

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョン
の

⾼
さを

実
感

した
。 

 
北

九
州

市
に

お
け

る
SD

Gs
の

メー
ル

マ
ガ

ジ
ンに

は
、商

工
会

議
所

の
会

員
や

⾼
校

の
先

生
も

登
録

され
て

お
り、

先
生

が
生

徒
を

ワ
ー

クシ
ョッ

プ
に

連
れ

て
くる

こと
も

あ
る

。 
 

北
九

州
市

に
は

子
ども

⾷
堂

が
多

くあ
り、

市
は

これ
を

認
定

し、
補

助
⾦

の
⽀

出
や

取
組

に
関

心
の

あ
る

企
業

、
団

体
等

の
ネ

ット
ワ

ー
キ

ング
な

どを
⾏

い
盛

り上
げ

て
い

る
。 

 
格

差
社

会
に

対
す

る
問

題
意

識
を

強
く持

ち
、子

ども
⾷

堂
に

携
わ

る
主

婦
が

北
九

州
市

に
は

多
く、

北
九

州
市

の
⾏

政
は

市
⺠

⼒
・⺠

間
⼒

を引
き

出
す

こと
に

⻑
け

て
い

る
。 

 
公

害
を

市
⺠

⼒
で

克
服

した
経

緯
が

環
境

未
来

都
市

に
つ

な
が

って
お

り、
環

境
、⼥

性
活

躍
、格

差
、治

安
な

ど社
会

課
題

克
服

の
歴

史
が

、S
DG

s
の

分
野

で
最

先
端

に
な

れ
る

とい
う自

負
に

つ
な

が
り、

地
域

活
性

化
に

寄
与

して
い

る
。 

 
地

⽅
自

治
体

が
SD

Gs
を

推
進

す
る

上
で

は
、域

内
収

入
を

意
識

し、
何

で
も

自
分

ご
とと

して
考

え
、動

くこ
と

が
で

き
る

ア
クテ

ィブ
な

職
員

が
庁

内
に

居
り、

組
織

とし
て

SD
Gs

の
部

署
に

配
置

す
る

こと
が

重
要

と⾒
て

い
る

。 
 

北
九

州
市

の
人

事
担

当
は

モ
チ

ベ
ー

シ
ョン

サ
ー

ベ
イ18

を
実

施
す

る
な

ど積
極

的
に

HR
戦

略
19

に
取

り組
ん

で
お

り、
北

九
州

市
役

所
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョン

の
平

均
値

は
公

務
員

とし
て

⾼
い

と推
測

され
る

。 
     

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
18

 仕
事

や
組

織
へ

の
職

員
の

意
識

及
び

意
識

に
影

響
を

与
え

る
要

因
に

つ
い

て
の

調
査

を
指

す
。 

19
 人

材
（

Hu
m

an
 R

es
ou

rc
e）

を
確

保
・活

用
す

る
た

め
の

戦
略

を
指

す
。 
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３
．

 企
業

と自
治

体
との

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ップ
構

築
に

つ
い

て
 

＜
サ

ー
ド

プ
レ

イ
ス

の
誘

致
＞

 
 

リゾ
ー

トビ
ジ

ネ
ス

の
研

究
会

を
コー

デ
ィネ

ー
トし

て
お

り、
研

究
会

で
は

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョン

の
進

展
に

つ
い

て
注

目
し

て
い

る
。 

 
新

型
コロ

ナ
ウ

イル
ス

感
染

症
を

契
機

とし
た

テ
レ

ワ
ー

クの
普

及
に

よ
り、

東
京

に
居

住
す

る
必

要
性

が
低

下
しつ

つ
あ

り、
IT

企
業

や
大

手
企

業
が

東
京

近
郊

や
リゾ

ー
ト地

な
どの

サ
ー

ドプ
レ

イス
を

充
実

させ
る

構
想

を
進

め
て

い
る

。 
 

既
に

地
価

の
上

昇
が

始
ま

って
い

る
軽

井
沢

や
熱

海
、逗

子
、外

房
な

ど東
京

近
郊

に
は

移
住

・サ
ー

ドプ
レ

イス
の

流
れ

が
生

じつ
つ

あ
る

。 
 

テ
レ

ワ
ー

クを
原

則
とし

、単
身

赴
任

に
つ

い
て

も
解

除
して

家
族

と同
居

で
き

る
制

度
を

導
入

して
い

る
企

業
も

あ
り、

二
極

化
され

る
とみ

て
お

り、
前

者
の

企
業

の
サ

ー
ドプ

レ
イス

を
多

摩
地

域
に

誘
致

す
る

可
能

性
は

大
い

に
あ

る
。 

＜
大

企
業

に
よ

る
地

方
で

の
研

修
に

つ
い

て
＞

 
 

企
業

が
SD

Gs
・E

SG
に

取
り組

む
に

つ
れ

て
、C

SR
が

社
会

貢
献

型
か

ら本
業

を
活

か
した

形
態

に
シ

フト
し

つ
つ

あ
り、

企
業

の
本

業
とマ

ッチ
す

る
ス

トー
リー

が
自

治
体

に
あ

れ
ば

、連
携

が
進

む
だ

ろ
う。

 
 

社
会

課
題

を
解

決
す

る
こと

を
社

是
とす

る
企

業
に

は
、高

齢
化

が
進

ん
だ

課
題

先
進

地
で

あ
る

地
方

で
研

修
す

る
ニ

ー
ズ

が
あ

る
。 

 
課

題
先

進
地

で
起

き
て

い
る

現
象

が
今

後
、I

T
部

門
の

顧
客

で
あ

る
規

模
の

大
き

な
自

治
体

で
も

起
こり

うる
と

考
え

て
い

る
企

業
で

は
、先

ん
じて

社
員

に
勉

強
させ

た
い

との
意

図
か

ら、
CS

R
の

一
環

とし
て

地
方

の
自

治
体

で
研

修
を

行
って

い
た

。 
 

今
後

の
潮

流
とし

て
、企

業
が

社
員

に
10

~
20

年
先

の
ビジ

ョン
を

勉
強

させ
る

上
で

意
義

の
あ

る
地

域
は

選
択

され
る

先
とし

て
残

る
だ

ろ
う。

 
 

一
方

で
、C

SR
の

一
環

とし
て

顧
客

とと
も

に
森

で
キ

ャン
プ

を
して

い
た

某
企

業
が

、本
業

との
つ

な
が

りに
乏

しい
こと

に
気

づ
き

、そ
の

活
動

を
止

め
た

とい
う事

例
も

あ
り、

自
治

体
は

企
業

の
課

題
意

識
とマ

ッチ
す

る
ス

トー
リー

を
提

供
しな

け
れ

ば
取

り残
され

る
可

能
性

が
あ

る
。 

 
＜

社
会

課
題

解
決

を
目

指
す

企
業

の
増

加
に

つ
い

て
＞

 
 

ブ
ラッ

クロ
ック

とい
う世

界
最

大
の

資
産

運
用

会
社

は
、E

SG
特

に
環

境
の

観
点

か
ら企

業
が

存
在

す
る

意
義

を
問

うて
お

り、
ES

G
に

対
す

る
企

業
へ

の
プ

レ
ッシ

ャー
は

厳
しく

な
りつ

つ
あ

る
。 

 
社

会
課

題
解

決
は

ビジ
ネ

ス
とし

て
拡

大
しつ

つ
あ

る
。 

 
これ

ら文
脈

か
ら社

会
課

題
解

決
に

真
剣

に
取

り組
む

企
業

は
増

え
つ

つ
あ

る
。 

＜
自

治
体

と社
会

課
題

解
決

を
目

指
す

企
業

との
連

携
可

能
性

に
つ

い
て

＞
 

 
従

来
、企

業
と自

治
体

との
関

係
は

、受
注

契
約

か
形

式
的

な
提

携
か

の
どち

らか
で

あ
り、

受
注

とい
う観

点
で

は
契

約
期

間
だ

け
の

付
き

合
い

、提
携

とい
う観

点
で

は
あ

ま
り実

を
結

ぶ
こと

は
な

か
った

が
、企

業
が

社
会

課
題

に
真

剣
に

向
き

合
い

始
め

る
こと

で
関

係
が

変
化

す
る

だ
ろ

う。
 

 
民

生
委

員
な

どが
機

能
して

い
な

い
地

域
も

多
い

中
、ヤ

マ
ト運

輸
は

高
齢

者
へ

の
配

達
の

際
、様

子
に

異
変

が
あ

れ
ば

役
所

に
連

絡
す

る
見

守
りサ

ー
ビス

を
展

開
して

い
る

。 
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
この

サ
ー

ビス
の

実
施

は
、ヤ

マ
ト運

輸
に

とっ
て

ビジ
ネ

ス
モ

デ
ル

を
存

続
させ

る
こと

に
有

益
で

あ
り、

⾏
政

に
とっ

て
も

負
担

な
くユ

ニバ
ー

サ
ル

サ
ー

ビス
とし

て
の

宅
急

便
を

存
続

して
も

らえ
る

とい
う点

で
あ

りが
た

い
。


⾒

守
りサ

ー
ビス

の
よ

うに
、⾏

政
と企

業
が

共
に

社
会

課
題

に
対

して
頭

を
悩

ま
せ

る
こと

で
解

決
に

向
か

う分
野

が
多

い
の

で
は

な
い

か
。


⾒

守
りサ

ー
ビス

の
事

業
は

⾼
知

県
の

大
豊

町
や

岩
手

県
の

⻄
和

賀
町

とい
った

過
疎

地
中

心
だ

が
、ヤ

マ
ト運

輸
とし

て
は

、独
居

⽼
人

の
最

も
多

い
東

京
で

の
展

開
も

考
え

て
い

た
は

ず
だ

。こ
の

よ
うに

社
会

課
題

の
多

い
地

域
で

少
しで

も
収

益
を

出
せ

れ
ば

、将
来

の
成

⻑
分

野
に

な
る

と考
え

て
い

る
企

業
も

存
在

す
る

。


た
だ

東
京

の
大

企
業

は
⾏

政
の

構
造

を
分

か
って

お
らず

、⾏
政

職
員

と話
題

や
価

値
観

が
異

な
る

た
め

、コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
を

取
る

こと
す

ら難
しい

。ま
た

慶
應

義
塾

大
学

の
学

生
の

半
分

以
上

が
関

東
な

ど都
市

部
出

⾝
で

あ
る

よ
うに

、大
企

業
の

新
入

社
員

は
地

⽅
を

全
く知

らな
い

状
況

で
あ

る
。


大

企
業

側
の

理
解

が
薄

い
とい

うこ
とを

踏
ま

え
る

と、
い

き
な

り実
践

を
目

指
す

とい
うよ

りは
ワ

ー
クシ

ョッ
プ

な
ど

相
互

交
流

を
推

進
して

か
らの

⽅
が

、社
会

課
題

を
共

に
⾒

つ
け

る
き

っか
け

とし
て

丁
度

よ
い

。


企
業

側
とし

て
は

、自
社

が
テ

ー
マ

とし
て

い
る

社
会

課
題

に
マ

ッチ
す

る
課

題
が

地
域

に
存

在
す

る
か

否
か

が
提

携
先

を
探

す
上

で
の

ポ
イン

トと
して

い
る

。


話
題

性
も

重
要

だ
。例

え
ば

、今
で

こそ
東

川
町

が
優

れ
て

い
る

こと
は

一
定

以
上

の
層

の
間

で
知

られ
る

よ
うに

な
った

が
、そ

の
裏

に
は

東
京

の
メデ

ィア
を

招
くプ

レ
ス

ツア
ー

の
取

組
な

ど自
治

体
側

の
ブ

ラン
デ

ィン
グ

の
努

⼒
が

あ
る

。
＜

中
小

企
業

と
SD

G
s

に
つ

い
て

＞
 


中

小
機

構
で

中
小

企
業

の
経

営
者

に
対

して
講

演
す

る
機

会
が

あ
る

が
、S

DG
s

が
本

業
に

どう
メリ

ット
が

あ
る

か
は

っき
り伝

え
る

と、
熱

心
に

取
り組

む
よ

うに
な

る
。


特

に
人

材
の

確
保

とい
う点

で
メリ

ット
は

大
き

い
。若

者
は

豊
か

に
育

って
い

る
の

で
、社

会
貢

献
性

の
あ

る
仕

事
を

好
む

層
が

増
え

て
い

る
。

４
．

 ⾃
治

体
と⼤

学
との

連
携

可
能

性
に

つ
い

て
 


地

域
お

こし
協

⼒
隊

員
や

慶
應

義
塾

大
学

湘
南

藤
沢

キ
ャン

パ
ス

（
SF

C）
の

地
域

お
こし

研
究

員
とし

て
地

域
に

入
って

い
る

レ
ベ

ル
の

学
生

で
あ

れ
ば

、地
域

とし
て

活
用

す
る

こと
の

意
義

は
大

き
い

。


例
え

ば
広

島
県

の
神

⽯
⾼

原
町

に
SF

C 
の

あ
る

学
生

が
入

った
こと

で
、S

FC
 の

ドロ
ー

ンス
クー

ル
が

当
地

で
開

催
され

、こ
れ

を
き

っか
け

に
町

⻑
が

町
内

で
の

ドロ
ー

ン
の

使
用

を
解

禁
し、

⾼
校

生
が

ドロ
ー

ン
で

撮
影

した
町

内
の

映
像

を
発

信
す

る
こと

で
、町

が
有

名
に

な
った

。


ま
た

彼
が

 M
is

tle
to

e 
とい

う孫
泰

蔵
氏

の
プ

ロジ
ェク

トと
つ

な
が

った
こと

で
、神

⽯
⾼

原
町

の
⾼

校
生

が
広

島
大

学
に

入
学

した
後

、M
is

tle
to

e 
が

持
つ

広
島

県
大

崎
町

の
フィ

ー
ル

ドで
活

動
す

る
よ

うに
な

り、
た

った
一

人
の

学
生

が
地

域
に

入
った

こと
で

地
⽅

に
大

き
な

イン
パ

クト
が

も
た

らさ
れ

た
。


地

⽅
で

活
躍

す
る

大
学

生
と 

NP
O

 の
コミ

ュニ
テ

ィを
構

築
す

る
こと

は
、⾏

政
の

役
割

と⾔
え

る
。


大

学
単

位
で

の
連

携
とい

うよ
りは

、ア
クテ

ィブ
な

学
生

とい
か

に
つ

な
が

り、
常

に
循

環
させ

る
シ

ス
テ

ム
が

望
ま

しい
。
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５
．

 ⾃
治

体
と地

方
の

⾦
融

機
関

との
連

携
可

能
性

に
つ

い
て

 
 

地
元

の
企

業
を

社
会

課
題

解
決

の
担

い
手

に
変

え
る

よ
りは

、地
元

で
社

会
課

題
解

決
型

の
ビジ

ネ
ス

を
起

業
して

も
らう

こと
の

⽅
が

難
度

は
低

い
と考

え
て

い
る

。 
 

⿅
児

島
県

⻑
島

町
に

お
い

て
、U

ター
ン

を
す

れ
ば

奨
学

⾦
の

返
済

を
免

除
す

る
「ぶ

り奨
学

⾦
」と

い
う制

度
を

つ
くっ

た
際

に
、社

会
課

題
を

ベ
ー

ス
に

ビジ
ネ

ス
を

拡
大

した
い

との
意

向
を

持
った

⿅
児

島
相

互
信

用
⾦

庫
が

参
加

し、
「そ

うし
ん

地
域

お
こし

研
究

所
」に

発
展

した
。 

 
「ぶ

り奨
学

⾦
」の

取
組

が
県

内
の

大
崎

町
に

も
広

が
った

よ
うに

、地
⽅

の
信

用
⾦

庫
、信

用
組

合
は

地
域

で
ネ

ット
ワ

ー
クを

持
って

い
る

の
で

、収
益

モ
デ

ル
さえ

考
え

て
あ

げ
れ

ば
、S

DG
sの

プ
レ

イヤ
ー

に
な

る
。 

 
東

京
大

学
や

慶
應

義
塾

大
学

で
も

トッ
プ

クラ
ス

の
学

生
は

起
業

す
る

よ
うに

な
った

が
、買

収
や

IP
O

20
狙

い
だ

け
で

な
く、

中
に

は
ソ

ー
シ

ャル
ビジ

ネ
ス

や
NP

O
を

設
⽴

す
る

学
生

も
多

く存
在

す
る

。東
京

の
中

心
部

以
外

で
起

業
す

る
サ

イク
ル

を
つ

くる
に

は
、自

治
体

が
地

⽅
大

学
や

地
⽅

銀
⾏

、地
元

の
有

⼒
企

業
と連

携
しな

け
れ

ば
難

しい
だ

ろ
う。

 
 ６

．
 ⾃

治
体

職
員

に
対

す
る

意
識

付
け

に
つ

い
て

 
 

あ
る

自
治

体
で

は
、全

て
の

政
策

を
SD

Gs
に

紐
づ

け
て

い
る

こと
で

、所
管

課
が

必
ず

い
ず

れ
か

の
政

策
に

関
わ

る
よ

うに
して

、S
DG

sを
職

員
に

意
識

づ
け

て
い

る
。 

 
傾

向
とし

て
今

ま
で

の
取

組
が

SD
Gs

に
結

び
つ

く街
は

SD
Gs

に
取

り組
み

や
す

い
。福

井
県

鯖
江

市
は

「メ
ガ

ネ
と⼥

性
」と

い
う今

ま
で

も
取

り組
ん

で
き

た
テ

ー
マ

で
SD

Gs
に

取
り組

み
、盛

り上
が

って
い

る
。 

 
一

般
企

業
の

場
合

、S
DG

s
を

理
解

す
る

の
は

３
〜

４
年

目
ま

で
の

若
手

か
トッ

プ
だ

け
で

、ミ
ドル

層
は

全
く理

解
しな

い
の

で
、自

治
体

の
場

合
も

同
様

に
、も

し
SD

Gs
の

研
修

を
⾏

うと
した

ら、
入

庁
した

ば
か

りの
１

〜
２

年
目

の
職

員
に

対
し、

や
る

気
を

失
わ

な
い

うち
に

⾏
うの

が
よ

い
。 

 
今

の
⾼

校
生

や
大

学
生

は
元

来
SD

Gs
的

な
価

値
観

を
持

つ
とい

う意
味

で
、S

DG
s

ネ
イテ

ィブ
と⾔

え
る

。
⾼

校
生

と中
学

生
を

対
象

とし
た

SD
Gs

の
動

画
コン

テ
ス

トに
つ

い
て

、ス
ポ

ンサ
ー

との
契

約
以

外
は

大
学

生
に

運
営

任
せ

て
お

り、
慶

應
義

塾
大

学
以

外
に

も
⻘

山
学

院
大

学
な

ど色
々

な
大

学
の

SD
Gs

サ
ー

クル
が

積
極

的
に

取
り組

ん
で

くれ
る

。 
 

SD
Gs

に
関

心
が

あ
る

優
秀

な
学

生
が

企
業

や
市

役
所

に
入

り、
失

望
して

辞
め

て
しま

うこ
とも

あ
る

。 
 

   
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

20
 株

式
を

新
規

公
開

して
市

場
で

売
買

す
る

上
場

を
指

し、
ここ

で
は

買
収

と同
様

に
創

業
者

が
資

⾦
を

回
収

す
る

手
段

とし
て

位
置

付
け

られ
て

い
る

。  

17
0 

３
．

講
演

会
開

催
記

録 

 （
１

）
 実

施
概

要
 

日
時

 
20

20
年

11
月

25
日

（
水

）
 1

3
時

30
分

か
ら

16
時

30
分

 
会

場
 

東
京

自
治

会
館

４
階

講
堂

 
対

象
 

SD
Gs

を
所

管
す

る
多

摩
・島

しょ
地

域
の

市
町

村
の

担
当

職
員

も
しく

は
 

SD
Gs

に
興

味
が

あ
る

職
員

（
参

加
者

︓
97

名
）

 
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
 

主
催

者
挨

拶
 

 公
益

財
団

法
人

東
京

市
町

村
自

治
調

査
会

 調
査

部
長

 永
尾

 昌
文

 
 

基
調

講
演

 
「S

D
Gs

の
概

要
と自

治
体

に
お

け
る

実
践

に
向

け
て

」 
高

木
 超

（
慶

應
義

塾
大

学
大

学
院

政
策

・メ
デ

ィア
研

究
科

 特
任

助
教

）
 

 
情

報
提

供
 

「S
D

Gs
に

関
す

る
多

摩
・島

しょ
地

域
の

現
状

と課
題

に
つ

い
て

」 
大

垣
 俊

朗
（

三
菱

UF
Jリ

サ
ー

チ
＆

コン
サ

ル
テ

ィン
グ

株
式

会
社

）
 

 
パ

ネ
ル

デ
ィス

カ
ッシ

ョン
 

「自
治

体
に

お
け

る
SD

Gs
の

取
組

と多
摩

・島
しょ

地
域

に
お

け
る

実
践

に
向

け
て

」 
 パ

ネ
リス

ト 
高

木
 超

（
慶

應
義

塾
大

学
大

学
院

政
策

・メ
デ

ィア
研

究
科

 特
任

助
教

）
 

比
留

間
 彰

（
鎌

倉
市

共
創

計
画

部
長

）
 

横
田

 浩
一

（
株

式
会

社
横

田
ア

ソ
シ

エ
イツ

代
表

取
締

役
）

 
 コ

ー
デ

ィネ
ー

ター
 

  
西

尾
 真

治
（

三
菱

UF
Jリ

サ
ー

チ
＆

コン
サ

ル
テ

ィン
グ

株
式

会
社

）
 

【基
調

発
表

１
�鎌

倉
市

に
お

け
る

SD
G

s
の

取
組

】 
「自

治
体

SD
Gs

の
推

進
に

向
け

て
 『

SD
Gs

未
来

都
市

か
ま

くら
』事

例
か

ら」
 

比
留

間
 彰

（
鎌

倉
市

共
創

計
画

部
長

）
 

【基
調

発
表

２
�民

間
か

ら
み

た
自

治
体

SD
G

s】
 

「企
業

×
自

治
体

×
SD

Gs
の

可
能

性
」 

横
田

 浩
一

（
株

式
会

社
横

田
ア

ソ
シ

エ
イツ

代
表

取
締

役
）

 
【自

治
体

に
お

け
る

SD
G

s
の

取
組

と多
摩

・島
し

ょ地
域

に
お

け
る

実
践

に
向

け
て

の
意

見
交

換
】 
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（
２
）

 基
調

講
演

「S
D

Gs
 の

概
要

と自
治

体
に

お
け

る
実

践
に

向
け

て
」 

（
慶

應
義

塾
大

学
大

学
院

政
策

・メ
デ

ィア
研

究
科

特
任

助
教

 高
木

超
氏

）
 

１
．

 
S
D
G
s
の

基
礎

知
識

 

・
SD

Gs
の

認
知

度
に

つ
い

て
、朝

日
新

聞
社

が
20

20
年

3
月

に
発

表
した

調
査

結
果

に
よ

る
と、

東
京

・神
奈

川
在

住
の

方
で

SD
Gs

とい
う言

葉
を

聞
い

た
こと

が
あ

る
と回

答
し

た
人

の
割

合
は

約
33

％
だ

った
。金

沢
市

で
は

同
様

の
質

問
に

対
し

約
6

割
が

聞
い

た
こと

が
あ

る
と回

答
し

て
い

る
。だ

が
、S

D
Gs

とい
う言

葉
は

聞
い

た
こと

が
あ

る
が

、内
容

は
知

らな
い

と回
答

した
人

が
そ

の
うち

の
約

半
数

を
占

め
て

い
る

な
ど、

必
ず

しも
理

解
が

伴
って

い
る

訳
で

は
な

い
。

・
SD

Gs
の

ロゴ
は

、2
03

0
年

に
は

ア
イコ

ン
で

示
され

た
イラ

ス
トの

状
態

に
して

い
こう

と世
界

が
決

め
た

未
来

計
画

図
で

あ
る

。S
D

Gs
の

観
点

か
ら物

事
を

見
る

こと
を

ま
ず

意
識

して
も

らい
た

い
。

・
菅

政
権

組
閣

時
の

写
真

を
SD

Gs
の

観
点

で
見

て
、違

和
感

を
覚

え
る

点
は

あ
る

だ
ろ

うか
。例

え
ば

、女
性

閣
僚

が
二

人
しか

い
な

い
、他

に
も

若
い

人
が

い
な

い
、皆

が
同

じ服
を

着
て

い
る

、と
い

った
意

見
が

挙
が

る
の

で
は

な
い

か
。北

欧
の

内
閣

を
み

る
と、

女
性

が
首

相
を

務
め

て
お

り、
女

性
閣

僚
も

多
く、

人
種

の
多

様
性

も
見

られ
る

。
・

SD
Gs

で
重

要
な

の
は

、「
問

い
を

生
み

出
す

力
を

磨
く」

だ
。S

D
Gs

は
17

の
問

い
が

設
定

され
て

お
り、

例
え

ば
「貧

困
を

な
くそ

う」
とい

う問
い

に
対

し、
貧

困
を

な
くす

に
は

どう
す

れ
ば

よ
い

の
か

と自
身

で
問

い
を

立
て

て
考

え
る

プ
ロセ

ス
が

SD
Gs

に
取

り組
む

上
で

肝
要

だ
。

・
SD

Gs
の

基
礎

知
識

とし
て

3
点

を
挙

げ
た

い
。１

つ
目

は
19

3
の

国
連

加
盟

国
が

全
会

一
致

で
決

定
した

、
世

界
中

で
共

通
に

取
り組

む
目

標
で

あ
る

とい
うこ

と。
２

つ
目

は
そ

の
達

成
期

限
が

10
年

後
の

20
30

年
で

あ
る

とい
うこ

と。
3

つ
目

が
17

の
目

標
に

対
し、

16
9

の
ター

ゲ
ット

が
あ

り、
そ

の
ター

ゲ
ット

の
進

捗
を

23
2

の
指

標
で

測
る

とい
うメ

カニ
ズ

ム
で

あ
る

。
・

20
20

年
の

SD
Gs

達
成

度
ラン

キ
ン

グ
で

日
本

は
世

界
16

6
か

国
中

17
位

だ
。日

本
は

「G
oa

l４
 質

の
高

い
教

育
を

み
ん

な
に

」の
よ

うに
達

成
済

み
の

課
題

も
あ

る
一

方
で

、「
Go

al
５

 ジ
ェン

ダー
平

等
を

実
現

しよ
う」

の
よ

うに
達

成
が

大
き

く遅
れ

て
い

る
目

標
も

あ
る

。S
D

Gs
の

達
成

度
合

い
が

一
様

で
は

な
い

こと
は

お
さえ

て
お

き
た

い
。

・
SD

Gs
は

ミレ
ニ

ア
ム

開
発

目
標

（
M

D
Gs

）
を

前
身

とし
て

い
る

が
、こ

れ
は

主
に

開
発

途
上

国
が

対
象

とな
っ

て
い

た
。S

D
Gs

とな
って

、そ
の

対
象

が
国

連
加

盟
国

す
べ

て
とな

った
こと

は
M

D
Gs

との
大

き
な

相
違

で
あ

る
。

・
世

界
中

の
人

が
今

の
日

本
と同

じレ
ベ

ル
の

暮
らし

を
した

場
合

、必
要

とさ
れ

る
資

源
は

地
球

2.
9

個
分

で
あ

る
。日

本
だ

け
で

も
地

球
1

個
分

相
当

の
資

源
を

使
って

い
る

とす
れ

ば
、資

源
が

有
限

で
あ

る
限

り、
目

減
りし

て
い

くこ
とは

当
然

に
考

え
られ

る
。S

D
Gs

で
は

、持
続

可
能

な
状

況
に

す
る

た
め

、目
減

りし
て

い
く状

況
を

変
革

して
い

くこ
とが

必
要

とさ
れ

る
。

・
「変

革
す

る
」と

い
う言

葉
に

つ
い

て
、ペ

ット
ボ

トル
を

例
に

とる
と、

土
に

還
らな

い
の

で
埋

め
立

て
られ

ず
、燃

や
す

17
2 

と温
室

効
果

ガ
ス

を
排

出
す

る
た

め
燃

や
す

こと
も

出
来

な
い

。2
05

0
年

ま
で

に
プ

ラス
チ

ック
量

が
⿂

の
量

を
超

過
す

る
と⾔

わ
れ

て
い

る
「海

洋
プ

ラス
チ

ック
問

題
」も

あ
る

。 
・
 

20
20

年
5

月
に

京
都

府
⻲

岡
市

は
全

国
の

市
町

村
の

中
で

唯
一

、市
内

の
全

事
業

者
に

対
しプ

ラス
チ

ック
製

の
レ

ジ
袋

の
使

用
を

禁
じる

条
例

を
制

定
して

い
る

。 
・
 

SD
Gs

の
達

成
に

は
今

の
常

識
を

変
え

る
必

要
が

あ
る

。ペ
ット

ボ
トル

が
当

た
り前

だ
とい

う
20

20
年

の
常

識
を

、2
03

0
年

に
は

「あ
の

頃
は

ペ
ット

ボ
トル

を使
って

い
た

」と
い

うく
らい

に
変

え
る

必
要

が
あ

る
。 

・
 

た
だ

「ペ
ット

ボ
トル

が
悪

だ
か

らや
め

よ
う」

とい
う話

で
は

決
して

な
い

。「
誰

一
人

取
り残

さな
い

」と
い

う
SD

Gs
の

理
念

も
重

要
な

キ
ー

ワ
ー

ドで
、「

誰
一

人
取

り残
さな

い
」と

い
うこ

とは
、ペ

ット
ボ

トル
を

作
って

い
る

人
た

ち
も

取
り残

さな
い

とい
うこ

とだ
。1

0
年

ほ
ど前

に
エ

コと
い

う⾔
葉

が
よ

く使
わ

れ
て

い
た

が
、環

境
の

た
め

だ
け

に
ペ

ッ
トボ

トル
を

廃
止

す
る

の
で

は
な

く、
環

境
・社

会
・経

済
の

統
合

的
な

達
成

を
視

野
に

お
い

て
解

決
策

を
検

討
す

る
こと

が
、S

DG
sに

お
い

て
は

重
要

で
あ

る
。 

・
 

政
府

は
20

16
年

5
月

に
SD

Gs
推

進
本

部
を

設
置

して
い

る
。内

閣
総

理
大

⾂
が

本
部

⻑
とな

り、
全

閣
僚

が
推

進
本

部
の

構
成

員
とな

って
い

る
。推

進
本

部
で

は
SD

Gs
実

施
指

針
や

ア
クシ

ョン
プ

ラン
を

定
め

て
お

り、
20

19
年

に
SD

Gs
実

施
指

針
を

改
定

して
い

る
が

、改
訂

時
に

優
先

課
題

の
1

つ
目

に
、ジ

ェン
ダー

平
等

の
実

現
を

加
え

、ジ
ェン

ダー
平

等
の

実
現

が
重

要
課

題
で

あ
る

こと
を

⽰
した

。 
・
 

世
界

経
済

フォ
ー

ラム
が

発
表

す
る

ジ
ェン

ダー
・ギ

ャッ
プ

指
数

をみ
る

と、
日

本
は

世
界

15
3

か
国

中
の

12
1

位
で

あ
る

。S
DG

s
の

達
成

度
は

世
界

17
位

の
た

め
、そ

れ
と⽐

較
して

大
き

な
差

が
あ

る
。ま

た
、日

本
の

人
口

は
男

性
よ

り⼥
性

の
⽅

が
多

い
に

も
関

わ
らず

、都
道

府
県

議
員

に
⼥

性
が

占
め

る
割

合
は

概
ね

11
％

程
度

で
あ

る
。こ

うし
た

問
題

を
どの

よ
うに

解
決

す
る

の
か

が
、S

DG
sの

中
で

も
重

要
な

課
題

とな
って

い
る

。 
・
 

改
訂

版
の

SD
Gs

実
施

指
針

に
は

、自
治

体
の

役
割

が
記

載
され

て
い

る
の

で
、ぜ

ひ
確

認
して

も
らい

た
い

。 
・
 

この
3

年
間

で
93

都
市

、9
4

自
治

体
が

SD
Gs

未
来

都
市

に
選

定
され

て
い

る
。そ

の
中

で
毎

年
10

都
市

ず
つ

が
自

治
体

SD
Gs

モ
デ

ル
事

業
とし

て
選

定
され

、補
助

⾦
を

受
け

、S
DG

s
未

来
都

市
・自

治
体

モ
デ

ル
事

業
に

取
り組

ん
で

い
る

。 
・
 

SD
Gs

未
来

都
市

・自
治

体
モ

デ
ル

事
業

の
具

体
例

を
挙

げ
る

と、
横

浜
市

は
ヨコ

ハ
マ

SD
Gs

デ
ザ

イン
セ

ンタ
ー

を
設

置
し、

市
内

中
小

企
業

の
相

談
窓

口
を

設
け

、官
⺠

連
携

で
SD

Gs
に

取
り組

む
事

業
を

創
出

して
い

る
。例

え
ば

、山
梨

県
に

あ
る

横
浜

市
の

⽔
源

地
で

間
伐

材
を

用
い

た
ウッ

ドス
トロ

ー
を

制
作

し、
市

内
飲

⾷
店

等
で

提
供

して
い

る
事

例
が

あ
る

。 
・
 

SD
Gs

未
来

都
市

の
⽯

川
県

珠
洲

市
は

、産
官

学
⾦

の
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

で
あ

る
能

登
SD

Gs
ラボ

を
設

置
し

て
い

る
。 

・
 

「ま
ち

・ひ
と・

しご
と創

生
総

合
戦

略
（

20
18

改
訂

版
）

」で
も

「稼
げ

る
ま

ち
づ

くり
」と

して
、S

DG
s

を
推

進
す

る
際

に
税

⾦
を

原
資

とし
た

施
策

だ
け

で
は

な
く、

⺠
間

の
活

⼒
を

活
用

し
な

が
ら

税
⾦

だ
け

に
頼

ら
ず

に
SD

Gs
を

推
進

して
い

くこ
とが

注
目

を
集

め
て

い
る

。 
 ２

．
 
S
D
G
s
の

特
徴

 
―

 イ
ン

タ
ー

リ
ン

ケ
ー

ジ
 

・
 

SD
Gs

で
は

一
つ

の
課

題
や

目
標

が
独

⽴
して

い
る

わ
け

で
は

な
く、

そ
れ

ぞ
れ

が
つ

な
が

って
い

る
。俯

瞰
して

み
る

こと
で

、一
つ

の
物

事
が

他
の

物
事

とつ
な

が
って

い
る

こと
を

認
識

す
る

シ
ス

テ
ム

思
考

が
必

要
に

な
る

。物
事

の



資
料
編

161

資料編
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一
部

を
切

り取
って

み
て

も
、全

体
像

を
⾒

る
こと

は
で

き
ず

、S
DG

s
で

も
、貧

困
を

な
くそ

うと
して

経
済

が
⽴

ち
⾏

か
な

くな
った

り、
経

済
に

注
⼒

した
結

果
、環

境
問

題
が

悪
化

した
りと

い
った

事
態

を
招

い
て

は
い

け
な

い
。そ

れ
ぞ

れ
の

課
題

が
つ

な
が

って
い

る
とい

うこ
とが

非
常

に
重

要
な

ポ
イン

トだ
。 

・
 

イン
ター

リン
ケ

ー
ジ

の
ポ

イン
トと

して
、サ

イロ
化

（
縦

割
り）

の
打

破
、シ

ナ
ジ

ー
（

相
乗

）
効

果
、ト

レ
ー

ド・
オ

フの
防

止
の

３
点

を
挙

げ
た

い
。 

・
 

ま
ず

サ
イロ

化
（

縦
割

り）
の

打
破

に
つ

い
て

、縦
割

りが
強

い
と、

横
の

つ
な

が
りが

な
い

た
め

、問
題

が
解

決
し

な
い

こと
が

あ
る

。 
・
 

シ
ナ

ジ
ー

効
果

は
、特

定
の

課
題

解
決

に
向

け
た

取
組

が
、他

の
課

題
の

解
決

に
も

良
い

影
響

を
与

え
る

こと
を

い
う。

 
・
 

トレ
ー

ド・
オ

フは
、特

定
の

課
題

解
決

に
注

⼒
した

結
果

、他
の

課
題

に
負

の
影

響
を

与
え

て
しま

うこ
とを

い
う。

 
・
 

SD
Gs

は
ゴ

ー
ル

ご
とに

独
⽴

して
い

る
の

で
は

な
く、

す
べ

て
の

ゴ
ー

ル
が

互
い

に
つ

な
が

って
い

る
こと

を
意

識
した

い
。 

 ３
．

 
S
D
G
s
の

特
徴

 
―

 バ
ッ

ク
キ

ャ
ス

テ
ィ

ン
グ

 

・
 

バ
ック

キ
ャス

テ
ィン

グ
は

、現
状

を
分

析
し、

目
標

（
ビジ

ョン
）

を
決

定
し、

そ
の

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

何
が

必
要

か
を

遡
って

考
え

る
こと

だ
。こ

こで
は

前
例

に
とら

わ
れ

な
い

解
決

策
が

重
要

に
な

る
。 

・
 

前
例

に
とら

わ
れ

な
い

解
決

策
は

目
標

を
⾼

く置
くこ

とで
発

想
しや

す
くな

る
。そ

も
そも

SD
Gs

で
は

目
標

が
非

常
に

⾼
く設

定
され

て
お

り、
⾼

い
目

標
は

従
来

の
や

り⽅
で

達
成

で
き

な
い

た
め

、新
しい

取
組

、解
決

⽅
法

が
生

ま
れ

る
。 

・
 

従
来

型
で

は
な

く、
目

標
か

ら考
え

て
どの

よ
うに

達
成

す
る

か
考

え
て

い
く。

ア
プ

ロー
チ

に
相

違
が

あ
る

点
を

ご
承

知
お

き
い

た
だ

き
た

い
。 

・
 

バ
ック

キ
ャス

テ
ィン

グ
は

、未
来

の
姿

か
ら現

在
を

振
り返

り、
政

策
を

設
定

す
る

ア
プ

ロー
チ

で
あ

る
。従

来
の

自
治

体
で

は
、取

組
の

積
み

重
ね

か
ら目

標
を

定
め

て
達

成
す

る
フォ

ア
キ

ャス
テ

ィン
グ

で
の

ア
プ

ロー
チ

が
多

く、
従

来
との

大
き

な
違

い
に

な
る

。 
 ４

．
 
S
D
G
s
の

具
体

的
な

活
用

方
法

 

・
 

整
理

・点
検

・共
有

とい
う

3
つ

の
機

能
で

SD
Gs

を
どう

使
うか

考
え

て
も

らい
た

い
。 

・
 

１
つ

目
の

「整
理

す
る

」で
は

、S
DG

s
の

枠
組

み
で

自
分

た
ち

が
これ

ま
で

取
り組

ん
で

き
た

事
業

を
整

理
す

る
こ

とが
求

め
られ

る
。 

・
 

川
崎

市
の

総
合

計
画

に
お

け
る

、実
施

計
画

の
施

策
と

SD
Gs

の
対

応
（

例
）

を
み

る
と、

事
務

事
業

と関
連

す
る

ゴ
ー

ル
を

紐
づ

け
て

い
る

こと
が

分
か

る
。 

・
 

次
の

「点
検

す
る

」で
は

、事
業

で
⾜

りな
い

とこ
ろ

は
な

い
か

を
SD

Gs
の

視
点

で
探

し、
政

策
を

ア
ップ

デ
ー

トす
る

き
っか

け
とす

る
。 

・
 

SD
Gs

を
点

検
ツー

ル
とし

て
用

い
る

こと
で

、事
業

に
⾜

りな
い

も
の

を
⾒

つ
け

る
こと

が
で

き
る

。東
日

本
大

震
災

で
は

子
ども

の
お

む
つ

や
⼥

性
の

生
理

用
品

が
防

災
備

蓄
用

品
に

入
って

な
か

った
こと

で
、被

災
者

が
不

自
由

を
感

じた
との

声
が

内
閣

府
の

ア
ン

ケ
ー

ト調
査

に
寄

せ
られ

た
が

、「
Go

al
５

 ジ
ェン

ダー
平

等
を

実
現

しよ
う」

の

17
4 

観
点

が
あ

れ
ば

、女
性

の
視

点
を

加
え

る
こと

も
考

え
られ

る
。こ

の
よ

うに
SD

Gs
に

は
、住

民
の

生
活

の
質

の
向

上
や

、政
策

の
ア

ップ
デ

ー
トに

つ
な

が
る

ヒン
トが

あ
る

。 
・

新
規

の
政

策
を

検
討

させ
る

だ
け

で
な

く、
既

存
の

政
策

か
ら

SD
Gs

の
観

点
で

見
つ

け
た

課
題

を
SD

Gs
の

達
成

か
ら逆

算
して

必
要

な
解

決
策

と工
夫

を
加

え
て

ア
ップ

デ
ー

トす
る

こと
も

持
続

可
能

性
に

つ
な

が
る

。
・

最
後

に
「共

有
す

る
」で

は
、S

D
Gs

の
視

点
で

整
理

、点
検

し、
政

策
の

ア
ップ

デ
ー

トを
行

った
こと

を
、国

内
外

に
共

有
して

も
らい

た
い

。
・

国
内

の
自

治
体

も
海

外
の

自
治

体
も

同
じ目

標
に

取
り組

ん
で

い
る

た
め

、S
D

Gs
を

介
して

パ
ー

トナ
ー

シ
ップ

を
生

み
出

す
こと

が
で

き
る

。例
え

ば
、神

奈
川

県
は

、S
D

Gs
の

達
成

に
向

け
た

取
組

を
海

外
に

発
信

し、
国

連
開

発
計

画
（

UN
D

P）
と連

携
趣

意
書

（
SO

I）
を

結
ん

で
い

る
。

５
．

 
政

策
評
価

と
報

告
 

・
国

連
に

よ
り定

め
られ

た
23

2
の

指
標

は
グ

ロー
バ

ル
指

標
の

た
め

、日
本

で
は

使
い

に
くい

も
の

が
多

い
。日

本
全

国
共

通
の

SD
Gs

ロー
カル

指
標

を
内

閣
府

が
ウ

ェブ
サ

イト
で

公
開

して
お

り、
進

捗
を

測
る

際
に

グ
ロー

バ
ル

指
標

が
使

い
に

くい
と感

じた
ら、

この
ロー

カル
指

標
を

使
って

も
らい

た
い

。
・

他
自

治
体

の
優

良
事

例
を

参
考

に
す

る
際

に
、全

く同
じア

プ
ロー

チ
で

援
用

しよ
うす

る
と、

時
に

失
敗

す
る

こと
が

あ
る

。他
自

治
体

の
優

良
事

例
を

分
析

し
て

、成
功

し
た

要
因

や
レ

バ
レ

ッジ
ポ

イ
ン

トを
理

解
し

た
上

で
、自

自
治

体
の

文
脈

を
汲

み
な

が
ら、

解
決

策
を

見
出

して
も

らい
た

い
。

（
３
）
情
報
提
供

「S
D

Gs
に

関
す

る
多

摩
・島

しょ
地

域
の

現
状

と課
題

に
つ

い
て

」 
（

三
菱

UF
Jリ

サ
ー

チ
＆

コン
サ

ル
テ

ィン
グ

株
式

会
社

 大
垣

俊
朗

）
 

１
．

 
多

摩
・
島

し
ょ

地
域
の

市
町

村
ア
ン

ケ
ー

ト
に
つ

い
て
 

・
SD

G
s 

に
関

す
る

多
摩

・島
しょ

地
域

の
現

状
と課

題
に

つ
い

て
、多

摩
・島

しょ
地

域
、全

 3
9 

市
町

村
向

け
の

ア
ン

ケ
ー

ト
と、

多
摩

・島
し

ょ地
域

の
住

民
向

け
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

た
。

・
市

町
村

ア
ン

ケ
ー

トに
お

い
て

、S
D

Gs
 に

「関
心

が
あ

る
」「

や
や

関
心

が
あ

る
」が

76
.9

％
と大

部
分

を
占

め
、関

心
が

高
い

こと
が

わ
か

る
。

・
理

解
度

に
つ

い
て

は
、担

当
者

・担
当

部
署

か
ら関

係
部

署
に

理
解

が
広

が
りつ

つ
あ

る
が

、全
庁

とし
て

進
展

して
い

る
わ

け
で

は
な

い
た

め
、そ

の
点

が
今

後
の

課
題

で
あ

る
。

・
SD

Gs
 の

 1
7 

ゴ
ー

ル
の

うち
、現

状
の

課
題

と今
後

注
力

した
い

課
題

とし
て

は
、社

会
面

が
重

視
され

て
い

る
が

、今
後

注
力

した
い

課
題

とし
て

は
、経

済
や

雇
用

面
が

重
視

され
て

お
り、

SD
Gs

 を
き

っか
け

に
取

組
を

検
討

した
い

課
題

だ
と捉

え
られ

る
。

・
今

後
注

力
した

い
理

由
は

、「
現

行
の

施
策

の
課

題
と一

致
す

る
か

ら」
が

ほ
とん

どを
占

め
、「

地
域

の
強

み
の

あ
る

分
野

だ
か

ら」
地

域
の

強
み

や
資

源
を

生
か

す
、「

SD
Gs

 の
視

点
に

よ
って

新
た

に
発

見
され

た
課

題
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だ
か

ら」
とい

うよ
うに

、S
D

Gｓ
を

政
策

の
ア

ップ
デ

ー
トに

積
極

的
に

活
用

して
い

る
自

治
体

は
あ

ま
り⾒

ら
れ

な
い

。 
・

SD
Gs

の
取

組
体

制
とし

て
は

、企
画

・環
境

部
門

の
所

管
業

務
とし

て
進

め
られ

て
い

る
ケ

ー
ス

が
多

く、
横

断
的

・専
門

的
な

体
制

を
構

築
して

い
る

自
治

体
は

ほ
とん

どな
い

。全
庁

的
に

SD
Gs

が
浸

透
しな

い
の

は
、

横
断

的
組

織
が

な
い

こと
が

起
因

す
る

の
で

は
な

い
か

と考
え

られ
る

。地
域

の
ス

テ
ー

クホ
ル

ダー
との

連
携

・
推

進
体

制
の

構
築

も
これ

か
らの

課
題

で
あ

る
。

・
SD

Gs
に

関
す

る
宣

⾔
や

ビジ
ョン

を
策

定
して

い
る

ケ
ー

ス
ほ

とん
どな

く、
目

標
・指

標
の

設
定

・活
用

は
これ

か
らの

課
題

で
あ

る
。

・
総

合
計

画
に

位
置

づ
け

、1
7

の
ゴ

ー
ル

との
関

係
を

整
理

して
い

る
自

治
体

が
多

い
。た

だ
施

策
の

抜
け

漏
れ

を
チ

ェッ
クす

る
な

ど、
分

析
ま

で
⾏

って
い

る
自

治
体

は
な

い
。

・
フォ

ロー
ア

ップ
・評

価
を

⾏
って

い
る

自
治

体
は

な
く、

そ
の

た
め

の
仕

組
み

・体
制

を
検

討
して

い
る

自
治

体
も

少
な

い
。

・
SD

Gs
推

進
の

課
題

・障
壁

とし
て

、⾏
政

内
部

で
の

理
解

・経
験

・専
門

性
や

予
算

・資
源

の
不

⾜
とす

る
回

答
が

４
割

を
占

め
て

い
る

。期
待

す
る

⽀
援

策
とし

て
は

、ガ
イド

ライ
ン

提
供

、ア
ドバ

イス
・情

報
提

供
と、

情
報

面
で

の
⽀

援
を

期
待

す
る

声
が

４
割

近
くに

上
って

い
る

こと
が

特
徴

で
あ

る
。次

い
で

、「
先

導
的

な
取

組
に

対
す

る
補

助
⾦

の
交

付
・税

制
優

遇
等

」が
挙

げ
られ

て
い

る
。S

DG
s

を
どう

進
め

れ
ば

よ
い

か
わ

か
らな

い
、ま

た
は

資
源

が
な

い
た

め
、外

部
か

らの
⽀

援
を

求
め

て
い

る
側

面
が

あ
る

こと
が

わ
か

った
。

３
．

 
多

摩
・
島

し
ょ

地
域
の

住
民

ア
ン
ケ

ー
ト

に
つ
い

て
 

・
住

⺠
向

け
ア

ン
ケ

ー
トは

対
象

自
治

体
を

「人
口

減
少

が
続

く自
治

体
」、

「人
口

減
少

に
転

ず
る

自
治

体
」、

「人
口

増
加

が
続

く自
治

体
」の

3
類

型
に

分
け

、年
齢

層
ご

とに
⾏

った
。

・
SD

Gs
の

認
知

や
関

心
は

４
〜

５
割

で
、社

会
貢

献
活

動
の

意
識

が
⾼

い
ほ

ど
SD

Gs
の

認
知

度
も

⾼
い

傾
向

が
み

られ
た

の
で

、社
会

貢
献

と
SD

Gs
を

結
び

つ
け

て
啓

発
を

図
る

こと
で

理
解

・協
⼒

が
広

が
る

可
能

性
が

あ
る

。
・

わ
か

らな
い

こと
が

SD
Gs

に
関

心
の

な
い

主
な

理
由

とな
って

い
る

た
め

、S
D

Gs
を

わ
か

りや
す

く伝
え

る
こと

で
住

⺠
の

共
感

を
得

られ
る

可
能

性
が

あ
る

。
・

17
の

ゴ
ー

ル
の

中
で

は
、「

③
健

康
と福

祉
」「

⑯
平

和
と公

正
」「

⑪
ま

ち
づ

くり
」な

どが
特

に
重

視
され

て
い

る
。一

⽅
、「

⑤
ジ

ェン
ダー

」に
つ

い
て

は
重

視
す

る
割

合
が

や
や

低
い

傾
向

が
⾒

られ
て

い
る

。こ
こか

らジ
ェン

ダー
の

問
題

は
あ

ま
り認

識
され

て
い

な
い

こと
が

わ
か

る
。

・
SD

Gs
に

関
す

る
⾏

動
の

経
験

や
意

向
は

低
く消

極
的

で
あ

る
一

⽅
、現

在
に

⽐
べ

て
今

後
⾏

動
した

い
とい

う回
答

は
増

え
て

い
る

。特
に

「S
DG

s
に

関
係

が
あ

る
購

買
や

投
資

」な
どの

今
後

に
向

け
た

上
昇

幅
が

大
き

い
。自

分
の

生
活

の
中

で
の

購
買

活
動

等
が

SD
Gs

に
つ

な
が

れ
ば

よ
い

と考
え

て
い

る
こと

が
うか

が
え

る
こと

か
ら、

具
体

的
な

活
動

内
容

の
認

知
が

広
が

る
こと

で
、今

後
⾏

動
が

拡
大

す
る

可
能

性
が

あ
る

。
・

自
治

体
に

よ
る

SD
Gs

推
進

に
は

約
６

割
が

肯
定

的
で

あ
り、

その
中

で
も

人
口

増
加

が
続

く自
治

体
は

推
進

す
べ

き
とす

る
割

合
が

⾼
く、

SD
Gs

に
対

す
る

意
識

が
⾼

い
とい

え
る

。過
半

の
住

⺠
は

自
治

体
の

取
組

へ
の

参
加

・協
⼒

に
前

向
き

で
あ

る
。「

わ
か

らな
い

」と
い

う層
も

多
い

た
め

、S
DG

s
の

認
知

が
進

め
ば

、さ
らに

17
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住
民

の
理

解
や

協
力

が
広

が
る

可
能

性
が

あ
る

。 
・

人
口

の
減

少
が

見
込

ま
れ

る
自

治
体

は
、推

進
す

べ
き

とす
る

割
合

が
低

く持
続

可
能

性
に

対
す

る
危

機
感

が
薄

い
とい

え
る

た
め

、啓
発

活
動

に
よ

り力
を

入
れ

る
必

要
が

あ
る

。

４
．

 
注

力
す
べ

き
課

題
・
ゴ

ー
ル

（
市
町

村
／

住
民
の

比
較

）
に
つ

い
て
 

・
注

力
す

べ
き

課
題

・ゴ
ー

ル
に

つ
い

て
市

町
村

ア
ン

ケ
ー

トと
住

民
ア

ン
ケ

ー
トの

結
果

を
比

較
して

み
る

と、
自

治
体

・住
民

とも
に

重
要

度
が

高
い

の
は

、「
⑪

ま
ち

づ
くり

」、
「③

健
康

と福
祉

」、
「④

教
育

」な
どで

、国
際

評
価

で
は

日
本

が
既

に
達

成
して

い
る

とさ
れ

る
な

ど、
い

ず
れ

も
国

際
評

価
で

日
本

が
高

く評
価

され
て

い
る

ゴ
ー

ル
で

あ
る

。
・

住
民

の
重

要
度

が
高

い
一

方
で

、自
治

体
の

重
要

度
が

低
い

の
は

、「
⑬

気
候

変
動

」、
「⑮

陸
の

豊
か

さ」
な

どで
あ

り、
環

境
面

の
項

目
に

お
い

て
そ

の
傾

向
が

強
い

。イ
ン

ター
リン

ケ
ー

ジ
の

考
え

方
で

、全
庁

的
に

意
識

し
て

い
くこ

とが
重

要
とな

る
。

・
「①

貧
困

を
な

くそ
う」

、「
⑤

ジ
ェン

ダー
平

等
を

実
現

しよ
う」

、な
どの

項
目

は
、国

際
的

に
重

要
視

され
て

い
る

が
、住

民
に

とっ
て

重
要

度
が

低
い

項
目

で
あ

る
。例

え
ば

貧
困

を
な

くす
とは

どう
い

った
状

態
を

示
す

の
か

、
そ

の
取

組
が

わ
か

らな
い

た
め

、具
体

的
に

言
い

換
え

て
わ

か
りや

す
く伝

え
る

こと
も

必
要

だ
。

（
４
）
パ
ネ
ル
デ
ィス
カ
ッシ
ョン

「自
治

体
に

お
け

る
SD

Gs
の

取
組

と多
摩

・島
しょ

地
域

に
お

け
る

実
践

に
向

け
て

」 
 パ

ネ
リス

ト
  

高
木

 超
（

慶
應

義
塾

大
学

大
学

院
政

策
・メ

デ
ィア

研
究

科
 特

任
助

教
）

 
比

留
間

 彰
（

鎌
倉

市
共

創
計

画
部

長
）

 
横

田
 浩

一
（

株
式

会
社

横
田

ア
ソ

シ
エ

イツ
代

表
取

締
役

）
 

コー
デ

ィネ
ー

ター
  

西
尾

 真
治

（
三

菱
UF

Jリ
サ

ー
チ

＆
コン

サ
ル

テ
ィン

グ
株

式
会

社
）

①
基
調
発
表
１
：
鎌
倉
市
に
お
け
る

S
D
G
s
の
取
組
（
鎌
倉
市
共
創
計
画
部
長
 
比
留
間
彰
氏
）

・
世

界
的

な
潮

流
に

押
され

て
自

治
体

とし
て

SD
Gs

に
取

り組
ま

な
け

れ
ば

な
らな

い
こと

に
戸

惑
い

を
感

じて
い

る
か

も
しれ

な
い

が
、実

は
どの

自
治

体
も

既
に

SD
Gs

に
取

り組
ん

で
き

て
い

る
。

・
SD

Gs
の

17
の

目
標

を
鎌

倉
市

の
総

合
計

画
の

各
分

野
に

落
とし

て
み

た
が

、ほ
ぼ

網
羅

され
て

い
た

。多
少

の
地

域
差

は
あ

れ
ども

、自
治

体
は

ほ
とん

ど全
て

の
分

野
に

取
り組

ん
で

お
り、

SD
Gs

を
推

進
す

る
基

礎
に

な
って

い
る

。よ
って

SD
Gs

に
取

り
組

ん
で

い
く姿

勢
を

ア
ピ

ー
ル

す
る

こと
が

必
要

だ
。総

合
計

画
に

位
置

付
け

る
こと

で
、市

民
へ

の
ア

ピ
ー

ル
と自

治
体

とし
て

の
推

進
に

寄
与

で
き

る
。

・
SD

Gs
に

取
り組

ん
で

い
る

こと
の

ア
ピ

ー
ル

方
法

とし
て

、自
治

体
の

広
報

（
イベ

ン
ト告

知
な

どの
チ

ラシ
や

プ
レ

ス
リリ

ー
ス

）
に

、「
この

施
策

は
SD

Gs
の

この
ゴ

ー
ル

に
つ

な
が

って
い

る
」と

分
か

る
よ

うア
イコ

ン
を

出
して

い
る

。
市

民
へ

の
ア

ピ
ー

ル
に

な
る

他
、ア

イコ
ン

掲
載

を
ル

ー
ル

化
す

る
こと

で
、職

員
に

対
して

の
意

識
づ

け
に

も
な

る
。
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た
だ

し
SD

Gs
ウォ

ッシ
ュだ

と⾔
わ

れ
な

い
よ

うに
気

を
つ

け
な

け
れ

ば
な

らな
い

。 
・

次
の

ス
テ

ップ
は

最
上

位
計

画
で

あ
る

総
合

計
画

に
位

置
付

け
る

の
が

ポ
イン

ト。
これ

が
で

き
る

と一
番

良
い

。自
治

体
の

役
割

を
明

確
化

して
⾏

政
内

部
と市

⺠
に

共
有

す
る

と 
SD

Gs
 に

取
り組

む
市

⺠
（

NP
O

・企
業

な
ど）

と
連

携
・共

創
関

係
が

構
築

しや
す

くな
る

。
・

SD
Gs

 を
⾏

政
計

画
に

位
置

付
け

て
い

くと
、S

DG
s 

の
ゴ

ー
ル

に
向

け
て

基
礎

自
治

体
とし

て
果

た
す

べ
き

役
割

を
明

確
化

・共
有

で
き

る
。あ

らか
じめ

役
割

を
明

確
化

・共
有

して
お

くこ
とで

、現
場

で
の

対
応

が
難

しい
よ

うな
ボ

リュ
 ー

ム
の

取
組

を
求

め
られ

る
事

態
を

招
か

ず
に

済
む

。
・

自
治

体
の

各
事

業
が

 S
DG

s 
の

どの
ゴ

ー
ル

達
成

に
寄

与
す

る
の

か
を

特
に

職
員

に
共

有
す

る
こと

で
、仕

事
の

目
的

を
再

認
識

す
る

こと
が

で
き

、自
分

た
ち

の
仕

事
が

どの
よ

うに
社

会
の

課
題

解
決

に
寄

与
して

い
る

の
か

を
考

え
る

き
っか

け
を

提
供

で
き

る
。

・
SD

Gs
 を

活
用

す
る

こと
で

、市
⺠

・企
業

の
連

携
・共

創
関

係
の

構
築

が
促

進
され

る
の

で
は

な
い

か
。S

D
Gs

に
取

り組
み

た
い

、自
治

体
と共

創
した

い
と考

え
る

企
業

が
大

変
増

え
て

い
る

。S
DG

s 
を

通
じて

共
創

関
係

を
築

け
る

メリ
ット

が
あ

る
。

・
実

際
に

総
合

計
画

に
落

とし
込

む
⽅

法
に

つ
い

て
、鎌

倉
市

の
計

画
は

「現
状

と課
題

」「
目

標
とす

る
ま

ち
の

姿
」

「 実
現

に
向

け
た

取
組

」の
３

項
目

か
ら構

成
され

て
い

る
。こ

の
「目

標
とす

る
ま

ち
の

姿
」「

実
現

に
向

け
た

取
組

」
を

策
定

す
る

（
組

み
⽴

て
る

）
際

、タ
ー

ゲ
ット

を
チ

ェッ
クし

な
が

ら、
どこ

ま
で

取
り組

む
か

を
検

討
しな

が
ら策

定
し

て
い

くの
が

よ
い

。鎌
倉

市
で

は
当

初
指

標
を

参
考

に
組

み
⽴

て
る

こと
を

想
定

して
い

た
が

、こ
れ

が
難

しく
、⾼

⽊
先

生
の

ア
ドバ

イス
で

、タ
ー

ゲ
ット

を
⾒

な
が

ら目
標

や
主

な
取

組
を

組
み

⽴
て

た
こと

で
、ス

ム
ー

ズ
に

作
業

を
進

め
られ

た
。

・
SD

Gs
 と

して
取

り組
む

部
分

を
⽰

しな
が

ら計
画

書
を

構
成

した
。計

画
書

に
お

い
て

ター
ゲ

ット
レ

ベ
ル

で
取

組
と

の
結

び
つ

き
を

⽰
す

に
あ

た
り、

⾏
政

内
部

で
徹

底
的

に
議

論
した

た
め

、全
庁

的
に

 S
DG

s へ
の

意
識

が
⾼

ま
り、

強
化

す
べ

き
分

野
や

今
ま

で
取

り組
め

て
い

な
か

った
分

野
が

⾒
え

て
き

た
。特

に
縦

割
りで

、部
門

間
の

調
整

不
⾜

に
よ

りど
こも

取
り組

ん
で

い
な

か
った

分
野

の
存

在
に

、S
D

Gs
 に

よ
って

気
づ

くこ
とが

で
き

、取
り組

む
機

会
を

提
供

して
も

らえ
た

。
・

指
標

の
達

成
の

た
め

に
は

、目
標

と取
組

⽅
針

が
ロジ

ック
ツリ

ー
（

取
組

か
ら目

標
に

至
る

論
理

の
流

れ
を

樹
形

図
で

⽰
した

も
の

）
とな

って
構

成
され

て
い

な
け

れ
ば

な
らな

い
が

、自
治

体
の

事
業

は
寄

せ
集

め
に

な
って

しま
 っ

て
お

り、
ロジ

カル
な

整
理

は
され

て
い

な
か

った
。改

め
て

ロジ
ック

ツリ
ー

を
構

成
す

る
こと

、指
標

を
設

定
す

る
とこ

の
重

要
性

を
認

識
で

き
た

。
・

た
だ

 1
 回

の
計

画
策

定
・改

定
で

全
て

を
完

璧
に

す
る

こと
は

難
しい

。鎌
倉

市
で

は
次

期
基

本
計

画
策

定
時

に
ロジ

ック
ツリ

ー
の

構
成

と、
指

標
の

適
切

な
設

定
が

で
き

る
よ

うに
す

る
こと

を
目

指
し、

今
回

は
そこ

に
向

け
て

で
き

る
だ

け
の

こと
を

して
い

くと
い

う姿
勢

で
臨

ん
だ

。計
画

を
運

用
し、

⾏
政

評
価

を
しな

が
ら、

計
画

や
指

標
を

充
実

させ
て

、次
の

⾏
政

計
画

に
つ

な
げ

た
い

。
・

庁
内

に
 S

DG
s を

浸
透

させ
る

の
に

役
⽴

った
の

は
、バ

ッジ
を

作
成

し配
布

した
こと

だ
。利

益
目

的
で

な
け

れ
ば

自
治

体
で

も
作

成
で

き
る

た
め

、バ
ッジ

メー
カー

に
て

市
独

自
に

作
成

した
（

国
連

で
購

入
す

る
と 

2,
00

0 
円

ほ
どす

る
が

、市
で

作
成

す
る

と 
30

0 
円

ほ
どで

あ
った

。）
。管

理
職

全
員

と市
議

会
委

員
に

配
り、

管
理

職
は

外
出

の
際

に
着

用
す

る
よ

うル
ー

ル
化

し
た

。着
用

し
て

い
る

と、
バ

ッジ
に

つ
い

て
尋

ね
られ

る
こと

も
あ

る
た

め
、

17
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SD
Gs

に
つ

い
て

勉
強

して
お

か
ね

ば
な

らず
、意

識
の

醸
成

に
役

⽴
った

。 
・
 

市
⺠

参
加

も
徹

底
した

。環
境

な
どに

対
して

⾼
い

意
識

を
持

つ
市

⺠
だ

け
で

は
な

く、
SD

Gs
と銘

打
つ

こと
で

若
年

層
の

参
加

者
が

多
く集

ま
り、

議
論

の
場

が
和

や
か

に
な

る
効

果
が

あ
った

。 
 ②

 
基
調
発
表
２
：
民
間
か
ら
み
た
自
治
体

S
D
G
s
 

（
株
式
会
社
横
田
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
代
表
取
締
役
 
横
田
浩
一
氏
）
 

１
．

 
E
S
G
投

資
の

イ
ン

パ
ク

ト
に

よ
る

企
業

の
変

化
 

・
 

⺠
間

で
は

ES
G

投
資

が
拡

大
して

お
り、

ES
G

投
資

が
⾏

わ
れ

て
い

る
企

業
は

、S
D

Gs
を

どの
くら

い
推

進
して

い
る

の
か

が
問

わ
れ

る
の

で
、S

DG
sの

重
要

性
が

増
して

い
る

。 
・
 

経
団

連
が

打
ち

出
した

「。
新

成
⻑

戦
略

」は
、今

ま
で

の
成

⻑
戦

略
に

一
旦

終
止

符
「。

」を
打

って
考

え
直

し、
これ

か
ら新

しい
成

⻑
戦

略
を

描
くに

あ
た

って
「資

本
主

義
を

サ
ス

テ
ィナ

ブ
ル

な
も

の
に

す
る

」、
「教

育
な

ど若
者

世
代

へ
の

投
資

、育
成

」、
「S

DG
s、

バ
ック

キ
ャス

テ
ィン

グ
か

らの
ア

クシ
ョン

」の
3

点
を

挙
げ

て
い

る
。日

本
は

20
50

年
まで

に
カー

ボ
ンニ

ュー
トラ

ル
21

とい
うハ

ー
ドル

の
⾼

い
目

標
を

踏
ま

え
て

経
団

連
が

動
き

始
め

た
と⾔

え
る

。 
・
 

企
業

の
例

とし
て

日
⽴

製
作

所
を

挙
げ

る
と、

中
期

経
営

計
画

お
い

て
、財

務
指

標
の

他
に

、社
会

イン
パ

クト
、

環
境

イン
パ

クト
を

評
価

の
対

象
とし

て
盛

り込
ん

だ
。「

Bt
oB

to
Ct

oS
」、

つ
ま

り社
会

課
題

を
起

点
とし

た
ビジ

ネ
ス

だ
と説

明
で

き
な

け
れ

ば
、大

き
な

投
資

は
しな

い
とし

て
い

る
。 

・
 

も
う

1
例

、丸
井

グ
ル

ー
プ

で
は

、2
03

0
年

で
は

な
く、

も
っと

先
で

あ
る

20
50

年
に

どの
よ

うな
時

代
に

な
って

い
る

か
を

考
え

、戦
略

を
打

って
い

く「
ビジ

ョン
20

50
」を

打
ち

出
して

い
る

。 
・
 

通
常

の
企

業
の

ス
テ

ー
クホ

ル
ダー

は
、「

顧
客

」「
従

業
員

」「
株

主
」「

社
会

」だ
が

、丸
井

グ
ル

ー
プ

の
ス

テ
ー

クホ
ル

ダー
に

は
「将

来
世

代
」が

入
って

お
り、

この
将

来
世

代
の

た
め

に
SD

Gs
に

取
り組

ん
で

い
る

。今
ま

で
は

顧
客

で
は

な
か

った
た

め
、経

営
資

源
を

将
来

世
代

に
投

入
す

る
こと

は
な

か
った

が
、重

要
な

ス
テ

ー
クホ

ル
ダー

と
位

置
付

け
る

こと
で

、将
来

世
代

に
対

して
の

投
資

を
す

る
企

業
戦

略
を

打
ち

出
した

。 
・
 

ES
G

投
資

で
は

、E
SG

、つ
ま

り環
境

・社
会

・ガ
バ

ナ
ンス

に
つ

い
て

、投
資

家
に

対
し機

会
とリ

ス
クと

を
分

け
て

説
明

を
⾏

う必
要

が
あ

る
。 

・
 

ES
G

投
資

時
代

の
サ

ス
テ

ィナ
ビリ

テ
ィ経

営
とは

、「
⻑

期
思

考
（

3
ヶ月

ス
パ

ンで
の

評
価

だ
け

で
な

く
10

年
後

も
考

え
る

）
」、

「経
済

価
値

（
ES

G
に

取
り組

ん
だ

利
益

か
否

か
で

企
業

価
値

が
変

化
す

る
）

、「
リス

ク低
減

・機
会

を
ビジ

ネ
ス

に
して

い
くこ

と」
が

重
要

に
な

る
。 

・
 

ヤ
マ

ト運
輸

が
自

治
体

と連
携

し、
配

達
時

に
利

用
者

の
体

調
に

異
変

が
あ

れ
ば

役
場

ま
た

は
消

防
署

に
連

絡
す

る
「ま

ご
ころ

宅
急

便
」サ

ー
ビス

を
始

め
た

こと
や

、日
経

ソ
ー

シ
ャル

ビジ
コン

の
受

賞
者

・フ
ァイ

ナ
リス

トの
よ

う
に

社
会

課
題

を
ビジ

ネ
ス

で
解

決
しよ

うと
す

る
起

業
家

が
増

え
て

い
る

こと
は

、自
治

体
とも

関
連

す
る

分
野

だ
。 

・
 

エ
クス

トリ
ー

ム
ユ

ー
ザ

ー
（

マ
イノ

リテ
ィ）

を
ター

ゲ
ット

に
し、

社
会

課
題

発
の

ビジ
ネ

ス
を

モ
デ

ル
化

し、
ス

モ
ー

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

21
 温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

削
減

や
森

林
再

生
、排

出
権

取
引

な
どに

よ
り、

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

全
て

を
埋

め
合

わ
せ

た
状

態
。 
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ル
ス

ター
トで

実
⾏

す
る

中
で

は
、⾏

政
に

よ
る

手
助

け
が

肝
要

に
な

る
。こ

こに
お

い
て

、⾏
政

と企
業

は
、発

注
す

る
・さ

れ
る

とい
う関

係
で

は
な

く、
共

通
利

益
の

追
求

を
考

え
る

、対
等

な
関

係
を

構
築

す
る

こと
が

求
め

られ
る

。 
・
 

ソ
ー

シ
ャル

ビジ
ネ

ス
で

は
、S

D
Gs

の
マ

ル
チ

ス
テ

ー
クホ

ル
ダー

とい
う視

点
か

ら、
自

治
体

・企
業

とも
に

互
い

の
⽂

化
の

違
い

を
理

解
す

る
⾔

葉
・価

値
観

を
持

つ
こと

が
大

切
だ

。 
 ２

．
 
S
D
G
s
×

教
育

 

・
 

姫
路

⼥
学

院
で

は
SD

Gs
を

テ
ー

マ
とし

た
課

題
解

決
型

学
習

に
取

り組
ん

で
お

り、
子

ども
⾷

堂
・観

光
の

活
性

化
・フ

ァッ
シ

ョン
×

エ
コの

３
つ

の
プ

ロジ
ェク

トを
⽴

ち
上

げ
て

い
る

。そ
の

うち
子

ども
⾷

堂
の

チ
ー

ム
は

、地
元

の
フー

ドバ
ンク

とつ
な

が
って

、⽂
化

祭
・学

園
祭

で
⾷

料
を

配
る

活
動

を
⾏

い
、生

徒
が

子
ども

の
貧

困
や

DV
の

問
題

を
知

る
こと

が
で

き
た

点
で

意
義

が
あ

る
。 

・
 

修
学

旅
⾏

も
SD

Gs
で

有
名

な
北

海
道

下
川

町
、東

川
町

を
⾏

先
とし

た
。 

・
 

下
川

町
は

SD
Gs

未
来

都
市

に
最

初
に

選
ば

れ
た

自
治

体
の

一
つ

で
、森

林
環

境
教

育
プ

ログ
ラム

を
持

って
い

る
。ま

た
移

住
者

の
⼥

性
に

活
気

が
あ

る
とい

った
特

⻑
も

あ
り、

⼥
性

の
活

躍
を

学
ぶ

に
は

最
適

な
自

治
体

だ
。

現
地

で
は

大
学

生
に

ファ
シ

リテ
ー

ター
を

務
め

て
も

らい
、近

い
視

点
で

議
論

を
深

め
て

も
らっ

た
。 

・
 

東
川

町
に

は
、日

本
で

唯
一

の
公

⽴
日

本
語

学
校

が
あ

り、
退

職
した

教
師

が
外

国
人

に
日

本
語

を
教

え
て

い
る

。そ
こか

らダ
イバ

ー
シ

テ
ィを

学
ぶ

。修
学

旅
⾏

で
は

ワ
ー

クシ
ョッ

プ
や

ま
ち

あ
る

き
を

体
験

して
も

らっ
た

。 
・
 

地
⽅

創
生

に
資

す
る

人
材

を
育

成
す

る
た

め
に

、⾼
校

生
に

「生
き

る
⼒

」や
「シ

ビッ
クプ

ライ
ド」

を
持

って
も

らい
、

SD
Gs

起
点

で
社

会
人

や
大

学
生

と触
れ

合
う中

で
キ

ャリ
ア

を考
え

させ
る

こと
も

大
切

な
観

点
だ

。 
・
 

神
⼾

市
・北

九
州

市
・札

幌
市

・⾦
沢

市
の

協
⼒

や
、外

務
省

の
後

援
を

得
て

、大
学

生
が

中
心

とな
り、

「S
DG

sを
考

え
⾏

動
し発

信
す

る
」を

テ
ー

マ
に

した
動

画
サ

イト
「大

学
生

に
よ

る
中

⾼
生

の
た

め
の

SD
Gs

/サ
ス

テ
ィナ

ビリ
テ

ィア
ワ

ー
ド」

を
運

営
して

い
る

。 
・
 

SD
Gs

に
つ

い
て

ポ
イン

トを
３

つ
ま

とめ
る

と、
ま

ず
バ

ック
キ

ャス
テ

ィン
グ

の
発

想
が

必
要

で
あ

る
。ま

た
、⾏

政
、

⺠
間

、学
生

が
つ

な
が

って
共

通
の

目
標

に
向

か
うと

い
った

よ
うに

、異
な

る
社

会
の

つ
な

が
りか

ら変
⾰

が
生

ま
れ

る
。こ

こで
は

自
分

ご
とと

して
⾏

動
す

る
こと

が
求

め
られ

、若
年

層
は

SD
Gs

ネ
イテ

ィブ
とし

て
自

ら動
い

て
お

り、
トッ

プ
クラ

ス
の

ビジ
ネ

ス
マ

ンは
SD

Gs
の

必
要

性
に

気
付

い
て

い
る

が
、中

間
層

で
あ

る
ミド

ル
は

興
味

が
あ

ま
りな

い
。こ

の
層

に
興

味
を

持
って

も
らう

こと
は

大
き

な
課

題
だ

。 

18
0 

③
 
自
治
体
に
お
け
る

S
D
G
s
の
取
組
と
多
摩
・
島
し
ょ
地
域
に
お
け
る
実
践
に
向
け
て
の
意
見
交
換

 
 ⻄

尾
 

 庁
内

の
体

制
構

築
、意

識
の

醸
成

・啓
発

に
つ

い
て

、ど
の

よ
うな

こと
に

気
を

付
け

て
取

り組
め

ば
よ

い
か

。 
⽐

留
間

氏
 

鎌
倉

市
で

は
職

員
の

SD
Gs

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

る
た

め
に

、⾼
⽊

さん
らを

SD
Gs

ア
ドバ

イ
ザ

ー
に

任
命

し
、S

DG
s

に
取

り組
む

意
義

や
、社

会
環

境
、市

⺠
ニー

ズ
に

つ
い

て
勉

強
す

る
、簡

単
な

ワ
ー

クシ
ョッ

プ
か

らス
ター

トし
た

。 
総

合
計

画
を

策
定

し
て

い
く中

で
、S

DG
s

未
来

都
市

に
選

定
され

た
こと

も
あ

り、
職

員
が

SD
Gs

に
つ

い
て

勉
強

す
る

意
識

を
外

か
ら植

え
て

い
った

。 
⾼

⽊
氏

 
 鎌

倉
市

の
職

員
は

、S
DG

sと
真

剣
に

向
き

合
って

くれ
た

。こ
れ

は
な

か
な

か
で

きる
こと

で
は

な
い

。地
道

に
積

み
重

ね
て

とい
う⾔

い
⽅

に
な

る
が

、成
功

の
秘

訣
は

ま
さに

「地
道

に
」だ

。 
 

も
う一

つ
、⾼

い
目

標
を

掲
げ

る
と必

ず
叶

う。
目

標
の

置
き

⽅
、地

道
な

プ
ロセ

ス
を

積
み

上
げ

て
い

くの
が

ポ
イン

トだ
。 

横
田

氏
 

3
年

ほ
ど前

に
大

学
生

が
主

催
した

ワ
ー

クシ
ョッ

プ
に

、⾦
沢

市
⻑

を
は

じめ
市

議
会

議
員

、
市

職
員

、⾦
沢

JC
の

⽅
な

ど
70

名
ほ

どが
参

加
した

。ジ
ェン

ダー
の

テ
ー

マ
で

⼥
子

大
生

が
議

員
と丁

々
発

止
の

議
論

を
交

わ
した

が
、S

D
Gs

は
どの

よ
うな

テ
ー

マ
で

も
対

等
に

話
す

こと
が

で
き

る
。理

想
は

、内
発

的
動

機
で

動
くこ

とだ
が

、若
者

と一
緒

に
ワ

ー
クシ

ョッ
プ

を
開

催
す

る
の

は
よ

い
だ

ろ
う。

 
⻄

尾
  

  
  

  
多

摩
島

しょ
地

域
の

中
で

、未
来

都
市

に
制

定
され

て
い

る
の

は
日

野
市

の
み

で
あ

る
。全

国
的

に
み

る
とこ

れ
か

らの
地

域
とい

え
る

が
、補

助
⾦

獲
得

を
目

指
す

ア
プ

ロー
チ

の
是

非
に

つ
い

て
自

治
体

職
員

とし
て

の
⽴

場
か

ら⾒
解

は
あ

る
か

。 
⽐

留
間

氏
  

  
 

地
⽅

創
生

関
係

交
付

⾦
の

交
付

率
が

低
くな

り、
災

害
関

係
に

予
算

が
割

り当
て

られ
る

な
ど

重
点

配
分

が
変

わ
って

い
く中

で
、「

格
」を

上
げ

て
い

か
な

い
と補

助
⾦

が
満

額
貰

え
な

い
とい

う深
刻

な
問

題
が

あ
る

。鎌
倉

市
は

環
境

問
題

に
対

す
る

市
⺠

意
識

が
⾼

く、
SD

Gs
未

来
都

市
に

申
請

しな
い

⽅
が

市
⺠

か
ら疑

問
の

声
が

上
が

る
よ

うな
背

景
が

あ
った

た
め

、抵
抗

な
く申

請
を

決
定

で
き

た
。 

⻄
尾

  
  

  
 

マ
ル

チ
ス

テ
ー

クホ
ル

ダー
を

進
め

る
上

で
の

ポ
イン

トは
何

か
。 

横
田

氏
  

  
  

開
か

れ
た

⾏
政

や
ま

ち
で

あ
る

こと
が

大
切

で
、釜

⽯
市

に
は

多
くの

企
業

が
復

興
⽀

援
に

入
っ

た
が

、そ
の

理
由

を
訊

くと
「市

⻑
や

市
⻑

と議
員

、職
員

、市
⺠

との
関

係
が

よ
い

」な
どス

テ
ー

クホ
ル

ダー
の

関
係

の
良

さを
上

げ
て

い
た

。釜
⽯

市
は

そ
の

成
り⽴

ち
か

ら他
者

を
受

け
入

れ
る

⽂
化

が
あ

る
。 

 
北

海
道

の
東

川
町

は
、隈

研
吾

氏
との

プ
ロジ

ェク
トを

計
画

して
お

り、
ふ

る
さと

納
税

を
狙

い
、

サ
ス

テ
ィナ

ブ
ル

な
プ

ロ
ジ

ェク
トを

目
指

し
て

い
る

。戦
略

性
に

加
え

、外
部

の
企

業
を

自
自

治
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体
に

近
づ

け
る

努
⼒

は
大

切
だ

。開
か

れ
た

ま
ち

で
あ

り、
か

つ
知

恵
を

使
い

⾏
動

す
る

こと
が

重
要

だ
。 

 
成

功
事

例
を

挙
げ

る
と、

企
業

研
修

や
修

学
旅

⾏
の

候
補

地
とな

った
北

海
道

の
下

川
町

は
人

口
32

00
人

の
小

さな
まち

だ
が

、S
DG

s
を

テ
ー

マ
とし

た
教

育
は

今
後

流
⾏

る
の

で
、経

済
効

果
も

⾒
込

め
る

。 
⻄

尾
  

  
  

 
都

市
部

に
お

い
て

外
部

の
ス

テ
ー

クホ
ル

ダー
と良

好
な

関
係

を
築

くポ
イン

トは
何

か
。 

⽐
留

間
氏

  
  

 
市

⺠
と企

業
で

は
気

に
す

る
ポ

イン
トが

異
な

る
。市

⺠
に

は
思

い
が

強
い

側
面

が
あ

る
の

で
、ア

ドバ
イザ

ー
に

間
を

取
り持

って
も

らう
こと

で
良

好
な

関
係

を
築

け
た

。ア
ン

ケ
ー

トで
人

口
増

加
地

域
は

SD
Gs

に
取

り組
む

意
欲

を
持

つ
市

⺠
が

多
い

とい
う結

果
が

あ
った

が
、そ

の
地

域
が

好
き

で
移

住
して

き
た

⽅
は

、地
域

に
貢

献
した

い
とい

う意
識

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。そ

うい
っ

た
新

住
⺠

と昔
か

ら住
ん

で
い

る
旧

住
⺠

を
うま

く混
ぜ

る
こと

が
肝

要
だ

。企
業

との
共

創
に

つ
い

て
い

え
ば

、共
創

計
画

部
とい

う名
称

を
作

った
が

、企
業

との
連

携
に

積
極

的
な

自
治

体
だ

とい
うア

ピー
ル

を
⾏

うこ
とが

重
要

だ
ろ

う。
ス

マ
ー

トシ
テ

ィに
取

り組
ん

で
い

くと
い

う情
報

発
信

を
⾏

うと
、様

々
な

企
業

か
ら共

同
で

の
勉

強
会

実
施

等
の

オ
ファ

ー
を

受
け

る
。情

報
発

信
⼒

も
重

要
だ

。 
⻄

尾
  

  
  

 
外

部
か

ら入
る

視
点

で
み

る
とど

うか
。 

⾼
⽊

氏
  

  
  

鎌
倉

市
は

次
期

基
本

構
想

の
改

定
時

に
4

回
の

ワ
ー

クシ
ョッ

プ
を

開
催

して
い

る
が

、自
治

体
職

員
で

は
な

く第
3

者
に

ファ
シ

リテ
ー

トを
依

頼
して

い
た

。⾏
政

職
員

が
ファ

シ
リテ

ー
ター

とな
る

場
合

、無
意

識
に

望
む

⽅
向

に
誘

導
しが

ち
に

な
る

の
で

、外
部

か
ら接

着
剤

の
役

割
で

入
って

も
らえ

ば
ス

ム
ー

ズ
に

進
⾏

を
任

せ
られ

る
。 

⻄
尾

  
  

  
 

企
業

か
ら⾒

た
場

合
、自

治
体

か
らど

の
よ

うな
ア

ピー
ル

や
情

報
発

信
が

な
され

る
と良

い
か

。 
横

田
氏

  
  

  
情

報
発

信
も

大
切

だ
が

、企
業

ル
ー

ル
に

沿
うこ

とも
重

要
で

あ
る

。単
に

発
注

者
と受

注
者

と
い

うだ
け

で
は

な
い

信
頼

が
醸

成
され

れ
ば

よ
い

。そ
うす

れ
ば

、企
業

側
も

「あ
の

人
な

ら」
と提

案
に

踏
み

切
りや

す
くな

る
だ

ろ
う。

 
⻄

尾
  

  
  

 
窓

口
が

あ
れ

ば
よ

い
の

だ
ろ

うか
。 

横
田

氏
  

  
  

窓
口

と人
が

必
要

で
あ

る
。釜

⽯
市

は
オ

ー
プ

ン
シ

テ
ィ推

進
室

が
そ

の
役

割
を

担
って

い
る

が
、

室
⻑

は
東

京
の

外
資

系
コン

サ
ル

タン
ト出

⾝
で

あ
り、

東
京

の
ビジ

ネ
ス

マ
ン

と話
す

共
通

の
⾔

語
と価

値
観

が
あ

る
。室

⻑
は

有
期

職
員

で
あ

り、
任

期
付

き
の

職
員

を
戦

略
的

に
上

手
く

活
用

す
る

の
も

良
い

だ
ろ

う。
 

⻄
尾

  
  

  
 

総
合

計
画

を
起

点
とし

て
SD

Gs
に

取
り組

む
ポ

イン
トは

何
か

。 
⽐

留
間

氏
  

  
 

総
合

計
画

に
つ

い
て

は
、「

表
紙

を
入

れ
替

え
る

とど
この

自
治

体
で

も
通

用
す

る
」と

い
う話

が
あ

る
よ

うに
、計

画
の

体
系

が
ロジ

ック
化

され
て

お
らず

、グ
ル

ー
ピン

グ
化

した
事

業
が

目
標

に
ぶ

ら下
が

って
い

る
計

画
体

系
の

も
の

が
多

い
の

で
は

な
い

だ
ろ

うか
。そ

うし
た

計
画

に
SD

Gs
の

概
念

を
取

り入
れ

て
も

何
も

変
わ

らな
い

の
で

、体
系

の
⾒

直
しと

SD
Gs

を
どう

取
り込

む
べ

き
か

庁
内

で
議

論
を

重
ね

る
こと

が
ま

ず
必

要
に

な
る

。鎌
倉

市
で

は
、担

当
だ

け
で

調
整

が
つ

か
な

い
点

は
、部

⻑
レ

ベ
ル

で
時

間
を

か
け

て
調

整
を

⾏
った

。ど
の

領
域

に
も

属
さな

い
も

の
を

18
2 

どの
よ

うに
調

整
して

SD
Gs

の
達

成
に

結
び

つ
け

て
い

くか
、そ

こに
どれ

だ
け

の
時

間
を

か
け

計
画

を
作

り上
げ

られ
る

か
が

ポ
イン

トと
な

る
だ

ろ
う。

 
⻄

尾
  

  
  

 
SD

Gs
ウォ

ッシ
ュに

せ
ず

、計
画

⾏
政

に
取

り組
む

に
は

どう
す

べ
き

か
。 

⾼
⽊

氏
  

  
 

ま
ず

SD
Gs

ウォ
ッシ

ュと
は

、S
DG

s
に

取
り組

ん
で

い
な

い
の

に
取

り組
ん

で
い

る
とい

って
しま

うこ
とで

あ
る

。S
DG

s
ウォ

ッシ
ュを

回
避

す
る

た
め

に
は

、タ
ー

ゲ
ット

レ
ベ

ル
を

大
事

に
す

る
こと

と、
ポ

イン
トを

咀
嚼

しオ
リジ

ナ
ル

な
も

の
に

作
り替

え
る

プ
ロセ

ス
を

大
事

に
す

る
こと

だ
。 

⻄
尾

  
  

  
 

事
業

ベ
ー

ス
で

取
組

を
ス

ター
トさ

せ
る

場
合

の
進

め
⽅

の
ポ

イン
トは

何
か

。 
横

田
氏

  
  

  
教

育
現

場
で

は
、な

る
べ

くS
D

Gs
とい

う⾔
葉

を
使

わ
な

い
。教

科
書

的
に

SD
Gs

を
学

ぶ
の

で
は

な
く、

子
ども

⾷
堂

に
興

味
の

あ
る

子
ども

が
、子

ども
⾷

堂
に

つ
い

て
内

発
的

動
機

で
勉

強
し、

少
しの

工
夫

・手
伝

い
で

それ
が

SD
Gs

だ
と気

づ
く仕

組
み

だ
。 

  
  

  
  

エ
ネ

ル
ギ

ー
問

題
に

つ
い

て
、例

え
ば

⽔
素

が
本

命
で

あ
れ

ば
各

自
治

体
で

取
り組

ま
な

くて
は

な
らず

、濃
淡

は
あ

れ
ど投

資
が

必
要

とな
る

。2
0

年
後

を
考

え
た

場
合

、自
治

体
の

存
続

、
サ

ス
テ

ィナ
ビリ

テ
ィ、

デ
ジ

タル
化

な
ど考

え
る

べ
き

要
素

は
多

岐
に

わ
た

り、
サ

ス
テ

ィナ
ビリ

テ
ィを

真
剣

に
考

え
た

結
果

、S
DG

s
を

学
ば

ざ
る

を
得

な
い

こと
とな

る
。 

  
質

疑
応

答
 

質
問

者
  

  
  

福
祉

分
野

に
携

わ
って

い
る

が
、S

DG
s

の
指

標
は

開
発

途
上

国
が

ター
ゲ

ット
の

も
の

が
多

く、
内

閣
府

の
ロー

カル
指

標
を

⾒
て

も
イメ

ー
ジ

が
掴

み
に

くい
。自

自
治

体
に

落
とし

込
む

場
合

、
自

治
体

独
自

の
指

標
を

作
成

す
る

こと
は

認
め

られ
る

の
か

。 
⾼

⽊
氏

  
  

  
結

論
か

ら⾔
うと

、ロ
ー

カル
指

標
は

自
治

体
独

自
の

も
の

を
作

成
して

も
問

題
は

な
い

と私
は

考
え

て
い

る
。グ

ロー
バ

ル
指

標
で

日
本

の
実

情
を

反
映

で
き

て
い

な
い

も
の

を
ロー

カル
指

標
で

補
完

して
い

る
。ロ

ー
カル

指
標

で
補

完
しき

れ
な

い
場

合
に

、自
自

治
体

に
即

した
も

の
指

標
を

自
分

た
ち

で
決

め
て

い
くと

い
う取

組
は

必
要

で
あ

り、
この

自
治

体
独

自
の

指
標

を
私

は
サ

ブ
ロ

ー
カル

指
標

と呼
ん

で
い

る
。能

登
の

珠
洲

市
は

独
自

の
ロー

カル
指

標
を

設
定

し
て

お
り、

徐
々

に
独

自
の

指
標

を
設

定
す

る
動

き
が

み
られ

る
。ラ

オ
ス

とカ
ンボ

ジ
ア

は
地

雷
を

な
くす

とい
う独

自
の

ゴ
ー

ル
とし

て
設

定
して

い
る

。持
続

可
能

で
あ

る
た

め
に

何
が

必
要

か
を

考
え

る
の

が
SD

Gs
で

あ
る

。自
治

体
で

取
り組

む
際

に
気

を
付

け
て

欲
しい

の
は

、S
DG

sを
振

りか
ざ

さな
い

こと
で

あ
る

。地
域

が
積

み
上

げ
て

き
た

⾔
葉

を
大

事
に

しな
が

ら、
使

え
る

とこ
ろ

を
上

手
く活

用
して

ほ
しい

。 
⽐

留
間

氏
  

  
 

鎌
倉

市
の

レ
ベ

ル
で

は
、統

計
局

で
も

詳
細

な
デ

ー
タを

取
って

い
な

い
た

め
、ロ

ー
カル

指
標

の
設

定
に

は
とて

も
苦

労
し、

現
計

画
で

は
定

性
的

な
目

標
も

多
い

が
、徐

々
に

グ
レ

ー
ドア

ップ
し

て
い

け
ば

よ
い

と考
え

て
い

る
。 

質
問

者
  

  
  

自
市

に
は

企
業

か
らの

要
請

を
受

け
入

れ
る

窓
口

が
な

く、
企

業
側

か
らオ

ファ
ー

が
あ

った
に

も
関

わ
らず

、企
画

課
か

ら答
え

を
得

られ
な

か
った

経
験

が
あ

る
。連

携
の

起
爆

剤
に

な
る

よ
うな

ア
イデ

ア
が

あ
れ

ば
聞

き
た

い
。 

横
田

氏
  

  
  

担
当

者
を

決
め

る
こと

や
企

業
間

ふ
る

さと
納

税
の

掲
載

を
き

ち
ん

と⾏
うこ

とが
考

え
られ

る
。首
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⻑
の

ア
ドバ

イザ
リー

制
度

を
作

り、
情

報
が

届
くよ

うに
す

る
の

も
一

つ
の

手
段

だ
。釜

⽯
市

は
、

11
人

の
ア

ドバ
イザ

ー
が

お
り、

コロ
ナ

に
よ

りオ
ンラ

イン
会

議
が

進
展

した
こと

で
、活

性
化

して
い

る
。首

⻑
や

職
員

自
らが

企
業

ス
ポ

ンサ
ー

を探
して

い
る

自
治

体
も

あ
る

。企
業

とコ
ミュ

ニケ
ー

シ
ョン

を
上

手
くで

き
る

最
初

の
1

人
目

とな
る

職
員

を
作

る
こと

が
重

要
で

あ
る

。 
⽐

留
間

氏
  

  
 

鎌
倉

市
は

横
浜

市
に

あ
る

「共
創

フロ
ント

」を
参

考
に

し、
市

が
⺠

間
に

テ
ー

マ
を

⽰
し、

その
テ

ー
マ

に
一

緒
に

取
り組

め
る

相
手

を
募

集
す

る
形

式
に

変
え

る
べ

く準
備

を
して

い
る

。 
質

問
者

  
  

  
自

市
で

は
SD

Gs
の

取
組

は
進

ん
で

お
らず

、情
報

収
集

の
段

階
で

あ
る

。S
DG

s
に

基
づ

い
て

物
品

を
調

達
す

る
場

合
、コ

ス
トが

⾼
くな

る
の

で
は

とい
う懸

念
が

あ
る

。解
決

に
は

パ
ー

トナ
ー

を
⾒

つ
け

る
の

が
よ

い
の

か
、コ

ス
ト面

に
関

して
の

助
⾔

が
欲

しい
。 

⽐
留

間
氏

  
  

 
取

り組
む

べ
き

も
の

に
は

しっ
か

り予
算

を
付

け
る

べ
き

で
あ

る
。鎌

倉
市

の
例

を
挙

げ
る

と、
入

札
で

市
役

所
内

に
自

動
販

売
機

を
設

置
して

お
り、

ペ
ット

ボ
トル

飲
料

の
扱

い
を

廃
止

し、
缶

や
紙

パ
ック

の
み

とし
た

こと
で

コス
トが

⾼
くな

った
が

、そ
れ

は
市

とし
て

取
り組

む
べ

き
こと

と捉
え

て
い

る
。 

 


